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l．調査概要  

1．調査の目的：近年、献血者数は減少傾向にあり、特に若年層の献血離れは深刻な  
ものとなっていることから、献血推進の枠組みについての見直しが  

求められているところである。  

そのため、若年層の献血に対する意識調査を実施し、平成17年度  
に行った同様の調査の結果との比較を行うことにより、若年層の献  

血に対する意識等の変化があるかどうかを検証し、検証結果を今後  

の若年層に対する献血推進のあり方の検討に発する。  

2．調査の内容：（1）若年■の献血への関心度や献血へのイメージを把握する。  

（2）若年層の献血に関する認知度を把握する。  

（3）若年層が献血を行った時期やきっかけを把握する。  
（4）（1）～（3）について平成17年度の調査結果との比較を行う。  

3．調査の概芋：   

1）調土方法：  委託先調査会牡が保有している一般消費者パネルに対して、インターネット  

を通じて半間（調査票）を送付し、回答を収先する。  

2）調査対象： 全国の16－29鵬の献血経験者及び献血未経験者  
※献血経験者：過去に1鹿でも献血の経験がある者  

※献血未練厳春：今まで1産も献血の経験がない暑（採血前の検査で  

基準を満たないため献血できなかった者を含む）  

3）対象者数：  回収数 5000名（地域別内訳は、下表の通り）  

合 計   経験者  未経験者   

合 計   10，000   5，000   5．000   

北海道   420   210   210   

東北   710   355   355   

関東甲借越   3．650   1，825   1，825   

東海北陸   1，560   780   780   

近畿   1，632   816   816   

中国・四国   862   431   431   

九州・沖縄   1，166   583   583   

4）調査期間： 平成20年9月5日（金）－9月7日（日）  
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ll．未経験者編  

（注）帯ゲラフ等に表記されている比率は珊数処理をしているため、  

合計が必ずしも100％にはならない。   





1．対象者特性  【未経験者削  

（1）居住地・性別（SCl／SC3）  

●【居住地】は「関東甲信越」が36．5％を占めており、17年度調査と同様、中心となっている。   
以下、「近畿」（16．3％）、「東海北陸」（15．6％）の順で続き、全体構成も17年と概ね変わらない。  

●【性別】は、全体では「男性」51．1％、「女性」48．9％とほぼ半々。17年度に比べて男性回答者が   
大幅に増えている。  

●【年齢】については、20代がほぼ3／4（74．7％）を占めているが、17年度に比べ「16～17歳」  

（9．7％）、「18～19歳」（15．4％）といった10代の回答者が増加。  

●【職業】では、「会社員」（30．9％）、「大学生・専門学校生」（29．7％）が中心であり、両層で6割を   
占めている。17年度に比べて「大学・専門学校生」が増え、「専業主婦」「その他」が減少した。  

●【医療関係への関与有無】をみると、「携わっている」と回答した人は6．4％で、ほぼ前回並み。  

【基数：対■者全且】  

（％）  性別（SC3）  
（N）  

全  体   

北海道  

東北  

関東甲信越  

地  
域  
別  

近畿  

中国・四国  

九州・沖縄  

【基数：対象者全鼻】   

6  



1．対象者特性  【未経験者削  

（2）年齢・職業（SC2／SC4）  

【基数：対魚層全且】  

【基数．対象者全点】  
高校生  大学生・  

専門学校生   

157  飛地鵡轢  27，1  2．4  62  105   129  

1，6  6・  

（注）［コは、17年と比べて5％以上高いもの。［：コは、17年と比べて5％以上低いもの。以降も同様。  
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1．対象者特性  【未維横着儒】  

（3）医療関係への関与有無（SC5）  

SC5．あなたは学業及び職業で、医療関係に携わっていますか。  

全  体   

高校生  

大学生・専門  

会社員  

職  

菓  
別  

自営業  

専業主婦  

その他   

男性  

性  
別  

女性   

北海道  

東北  

関東甲信越  

地  
域  

別  

九州・沖縄  近畿   中国・四国  



2．献血に関する認知・関心度  【未経験者削  

（1）献血に関しての認知程度（Ql）  

●『献血』について「よく知っている」と回答した人は12．6％。「ある程度知っている」というレベルの   
人（80．3％）まで含めると、認知率は9割を超えて92．9％にのぼる。  

●職業別では、高校生の認知率が他層に比べてやや低い。性別・地域別による認知率の違いは   

それほどみられない。  

＞17年度調査と比較すると、全体での認知率は73．8％→92．9％へ、大幅（19ポイント増）に上昇。  

＞属性別にみても、各層とも認知率アップが目立つが、その中でも特に、職業別では会社員・専業   
主婦、性別では男性、地域別では北海道・関東甲信越で顕著となっている。  

＞なお、「よく知っている」レベルによる比較では、職業別では自営業の上昇度が最も大きく、逆に   
公務員は減少している。   



2．献血に関する認知・関心度  【未経蕨者編】  

（1）献血に関しての認知程度（Ql）  

01．献血について知っていますか。  

全  体   

高校生  

大学生・専門学校雲  

会社員  

職  
業  

別  

自営業  

専業主婦  

その他   

男性  

性  
別  

女性   

北海道  

東北  

関東甲信越  

地  

域  
別  

近畿  

中国・四国  

九州・沖絹   

］冗   



2．献血に関する認知・関心度  【未経験者削  

（2）献血の種類の認知（Q2）  ＜新規質問＞  

●『献血』には全血献血と成分献血といった種類があるということを「知っている」人は38．6％。   
残りの6割以上の人は未だ認知していない。  

●職業別では、公務員の認知率が半数を超えており他層に比べて高い。t一方、高校生の7割強が  

「知らない」としており最も認知率が低い。  

●性別では、男性に比べて女性の認知率が10ポイトン上回っている。  

●地域別では、東北の認知率が最も高い。  
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2．献血に関する認知・関心度  【未練横寺削  

（2）献血の種類の認知（Q2）  

02．献血の種類（＊）を知っていますか。  

＊献血の種類には、すべての血液の成分を採血する全血献血（200m牒たは400ml）と、必芋な血液の  
成分だけを採血する成分献血（血潰成分献血と血小板成分献血）があります。  

全  休   

高校生  

大学生・専門学  

会社員  

職  
業  

別  

自営業  

専業主婦  

その他   

男性  
性  
別  

女性   

北海道  

東北  

関東甲信越  

地  

域  
別  

近畿  

九dll・沖縄   

中国・四国  
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2．献血に関する認知・関心度  【未経験者削  

（3）献血できる場所の認知（Q3）  ＜新規質問＞  

●『献血』できる場所（献血ルーム／献血バス／血液センター／会社や団体での出張献血）の認知   

状況をみると、「よく知っている」という人が24．5％と全体の1／4程度。また「ある程度知ってい   

る」（63．2％）まで含めると、認知率は87．7％にのぼる。  

●職業別では、専業主婦の認知率が最も高い。一方、高校生・自営業で他層よりもやや低い。  

●性別では、女性の認知率及び「よく知っている」とする割合の両方とも男性に比べて高い。  

●地域別では、東北のほぼ3人に1人が「よく知っている」と回答しており、他地域に比べて目立つ。  

1：暮   



2．献血に関する認知・関心度  【未練厳暑削  

（3）献血できる場所の認知（Q3）  

Q3．献血がとこでできるか知っていますか。（＊）   

＊献血は、勲献血ルーム、宮献血パス、⑧血液センター、⑥会社や団体での出張献血ですることができます。  

【基数：対負者全長】  
（N）  

全  体   

高校生  

大学生・専門学校生  

会社員  

職  
業  

別  

自営業  

専業主婦  

その他   

男性  
性  
別  

女性   

北海道  

東北  

関東甲信越  

地  

域  
別  

近畿  

中国・四国  

九州・沖縄  

l－l   



2．献血に関する認知・関心度  【未経験者儒】  

（4）献血ルームのイメージ（Q14）  

●『献血ルーム』のイメージについては、全体の半数弱（47．4％）が「ふつう」の印象を持っている。   
一方、「明るい」イメージの12．7％に対して、「暗い」イメージが15．4％と、僅かに暗いイメージの方   

が上回る。その一方で、4人に1人は「わからない」としている。  

●職業別でみると、「明るい」と評価するのは専業主婦で最も高く、唯一「暗い」イメージを上回る。   
他層は「暗い」イメージの方がやや上回る。（その他の層は除く）   

なお、自営業で「わからない」が多くなっている。  

●性別では、男性に比べて女性の方が「明るい」イメ」ジを持つ割合がやや高い。  

●地域別では、「明るい」イメージは北海道で最も高い。  

＞17年度調査と比較すると、前回「わからない」の回答肢がないため、一概には比較できないが、   
全体では「明るい」「ふつう」「暗い」のいずれも減少。特に「ふつう」の落ち込みが顕著。  

＞職業別にみると、「明るい」イメージは専業主婦を除く殆どの層で、軒並み17年度に比べて減少   
している。その中で、公務員はむしろ「暗い」イメージが高まっている。  

＞性別では、男女ともに「ふつう」「暗い」で5ポイント以上のスコア低下がみられる。  

＞地域別では、北海道で「暗い」イメージがやや上昇した。  
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2．献血に関する認知・関心度  【未経験者削  

（4）献血ルームのイメージ（Q14）  

Q14．献血ルームのイメージを教えてください。  

全  体   

高校生  

大学生・寺門学  

会社員  

職  
業  
別  

自営業  

専業主婦  

その他   

男性  

性  
別  

女性   

北海道  

東北  

関東甲信越  

地  

域 別           東海北陸   近畿   中国・四国   九州・沖縄   
17．8  

注：17年は「わからない」の回答肢なし  

1（i   



2．献血に関する認知・関心度  【未経験者削  

（5）献血への関心度（Q4）  

●『献血』に対する関心度をみると、関心あり層の45．8％（そのうち、非常に関心がある：5．2％）に   
対して、関心なし層が54．2％（うち、全く関心がない：8．6％）と、“無関心派”がやや上回る。  

●職業別では、他層に比べて専業主婦で関心あり層の割合が高い。  

●性別では、男性に比べて女性の関心度が高く、関心あり層の割合は男性を18ポイント上回る。  

●地域別では、九州の関心度が他地域に比べて高くなっている。  

＞17年度調査との比較でみると、全体では関心あり層が52．2％→45．8％へ6ポイント低下した。  

＞職業別にみると、関心度の高い専業主婦を除く各層の関心度が低下傾向となっている。   
また、男女ともに関心度が低下している。  

＞地域別では、北海道、関東甲信越、東海北陸、近畿等において関心度がやや低下。  
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2．献血に関する認知・関心度  【未経験者編】  

（5）献血への関心度（Q4）  

Q4．献血について関心がありますか。  

【基数：対象者全  

全  体   

高校生  

生  

会社員  

職  
業  

別  

自営業  

専業主婦  

その他   

男性  

性  
別  

女性   

北海道  

東北  

関東甲信越  

地  

域  

別  

近畿  

中国・四国  

九州・沖縄  

1iI  



2．献血に関する認知・関心度  【未経救者削  

（6）献血が病気の治軌こ役立っていることの認知（Q5）  ＜新規質問＞  

●『献血』がさまざまな病気の治療に役立っていることは、ほぼ半数の48．0％が認知している。  

●認知率は、職業別・性別・地域別のいずれでみても、各層でそれほど違いはみられない。  
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2．献血に関する認知・関心度  【未経験者削  

（6）献血が病気の治療に役立っていることの認知（Q5）  

Q5．献血は患者さんに対する輸血だけでなく、献血を原料とした血液製剤として、さまざまな病気の治掛こ  
役立っでいることを知っていますか。  

全  体   

高校生  

大学生・専門学  

会社員  

職  
業  
別  

自営業  

専業主婦  

その他   

男性  
性  
別  

女性   

北海道  

東北  

関東甲信越  

地  
域  
別  

近畿  

中国・四国  

九州・沖縄   
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2．献血に関する認知・関心度  【未経躾者削  

（7）若年層の献血協力者の減少傾向罷知（Q6）  ＜新規賞間＞  

●近年、『献血』へ協力してくれる10代・20代の若年層が大幅に減少していることを「知っている」   
という人は37．3％。  

●職業別にみると、公務員の認知率が他層に比べて高い。なお、大学・専門学校生の認知率は   
40．2％、高校生は33．7％と1／3程度にとどまる。  

●認知率は、男女間で差はなく、地域別でもそれほど違いはみられない。  

■
．
■
■
 

瑠
ぺ
 
 
 



2．献血に関する認知・関心度  【未経験者儀】  

（7）若年層の献血協力者の減少傾向認知（Q6）  

Q6．献血へ協力してくださる若い方の歎が、近年大幅に減っています（＊）。知っていましたか。  

＊最近5年間で20代の献血者散は161万8千人から113万5千人（30％減）に、10代の献血者数は、  
56万4千人から32万4千人（43％減）に減少しています。  

【基数：対魚者会見】（N）  

全  体   

高校生  

大学生・専門学  

会社員  

職  
業  

別  

自営業  

専業主婦  

その他   

男性  
性  
別  

女性   

北海道  

東北  

関東甲信越  

地  

域  
別  

近畿  

九州・沖縄   

中国・四国  
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3．献血の広報・キャンペーンヘの認知接触状況 【未経験者削  

（1）献血に関する広報接触媒体（Q7）  

●『献血』に関して接触したことのある広報媒体をみると、最も高いのが「街頭での呼びかけ」で   
60．6％。以下、「テレビ」（50．4％）、「献血バス」（49．8％）、「献血ルーム前の看板・表示」  

（48．5％）の順で続き、以上が主要な媒体となっている。  

●職業別にみると、「街頭での呼びかけ」は大学生・専門学校生と専業主婦でやや高い。また専業   
主婦は「献血バス」「献血ルーム前の看板・表示」も高く、現場での接触が目立つ。   

一方、高校生は「街頭での呼びかけ」「献血バス」「献血ルーム前の看板・表示」「献血関係のイベ   
ント」など、総じて低い。  

●性別では、「街頭での呼びかけ」「献血バス」「献血ルーム前の看板・表示」での接触率が男性に   
比べて女性が高いのが目立つ。  

●地域別では、「街頭の呼びかけ」は北海道、中国・四国、九州■沖縄でやや低い。「テレビ」は東北   
で高く、関東甲信越で低い。一方、「献血ルーム前の看板・表示」は東海北陸、中国・四国、九   
州・沖縄で他地域よりも低い。  

＞17年度調査と比較すると、「街頭での呼びかけ」「テレビ」「献血バス」といった主要な広報媒体   
をはじめ、「ポスターの掲示」「献血関係のイベント」「新聞」など、総じて接触率が低下している。  

＞属性別にみても、職業朴性別・地域別のいずれも主要媒体の接触率は、各層でほぼ低下傾向   
となっている。  

＞なお、高校生や自営業では、いずれも見たこと（聞いたこと）がないが1割弱まで増加している。  
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3．献血の広報・キャンペーンヘの認知接触状況 【未棚者削  

（1）献血に関する広報接触媒体（Q7）  

Q7．献血に関して、とのような広報媒体を見たこと（聞いたこと）がありますか。（いくつでも）  

街  丁  献  献  ポ  献  新  チ  イ  F  そ  自  雑  そ  何何  見  
頭  レ  血  血  ス  血  聞  ラ  ノ  M  の  ÷ム ′ロ  誌  の  かの  た（  
で  ビ  バ  ル  タ  関  シ  タ  放  他  体  等  他  で媒  こ聞  
の  ス  l  l  の  見体  
呼  ム  配  ラ  たか  
ぴ  前  布   ジ  が覚  

【基数：対象者全長】   か  の看  ト   オ  、え  

け  板  ン  放  て  
ト  送   い  

表  な  
示  い   

璽・寧  

65，2   

」＿呈旦  

21．9      〉 

19．3  10．0  ‖6  7．3   

29．2  16．8  17．8  9．8   

18．0  10．3  8．6  5．3   

23．4  17．5  10．3  7．4  15．8  7．7  3．1  2．4  1．7  

27．1  11．8  亭旦  

別   43．3  21．2  6．7  3．8   2．9  

14．9  13．4  8．2  9．0  8．2l3，7   6．7  2．2   生7  5．2  乱2  
20．0  18．3  14．8  7．8  16．5  1臥3  3．5   3．5  0．9  
享9旦．  

、 25．0  一 2．6   1．9   

15．6  12．7  7．8  8．4  4．7  5．1  6．3  2．7  1て空、  5．8  3．3  
19．3  18．9  10．7  11．1  15，0  6．5  4．5   3．0  1．8   

20．9  19．3  11．4  11．1  16．6  

1叩  11．芦  9・声  四  四  や・2  「・与  ＋十チ  1・3  
／   

21．6  四  11．0  5．9  4．1  2・空  4・寧  四  四  3・4  3．0  

25．5  16．5  13．2  7．0  12．9  9．9  3．7  2．0  1．1   

き鱒ご7  サ9二早  †90  や9こ至  軍6・2  1早・7  12・9  6．7  ．！ウニ声  4．3  6享  声了  1．4  り  4．？  声・7  
15．5  19．5  7．5  12，0  15．5  8．0  5．0  3．5  3．5  

23．4  16，3  15旦   鞋声  10二1  5．4  7・？  3．1  14  ？・4  1．7  
25．1  23．7  11．7  6．0  19．1  12．9  2．9   2．0  2．3  

15．5  

19．7   6．2   2．2   

地 域 別   33．3   ご 

近畿  
63．7  57・†  早6二3  チ6・1  20・1  1至・軍  10・p  10■享  5．9  3．9  3．3  4．4  1．2  1二1  4・阜  2．3  

モ⊥±可！ 7．1  3．8  1，9  0．7  

中国・四国    ■■1－■    49．4  58，7  51．3  42・宰  21．1  20．9  13．0  11．1  7．7  4．9  5．3  5．6  1．6  1・9  6．0  ？・7     17年  （450）  64．7  64．0  72．0   40．2  30．4  24．4  18．4  9．1  15．3   11．1  4．2   2．2  1．1  
九州t沖縄       54．5  56．4  51．6  417  20．4  225  11．3  11．8  7．9  7．5  4．3  5，1  1．7  1・9  5．8  5．0  

64．2  66．3  62．8    36．3    21．0  15．8  10．2  23．8  12．3  4．5  4．3  0．7   

注：1ワト年は「献血ルーム前の看板・表示」「その他」の回答肢なし。また、「FM放送」「その他のラジオ放送」は17年の回答肢は「ラジオ」のみ。  
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3．献血の広報・キャンペーンヘの認知接触状況 【未経験者削  

（2）献血キャンペーンに効果的だと患う媒体（Q8）  

●『献血』のキャンペーンを行う際に効果的だと思われる媒体をいつくでも挙げてもらったところ、  
「テレビ」が84．7％で圧倒的に高い。次いで「インターネット」が46．8％で続く。   

以下、「新聞」（23．7％）「ポスター」（22．7％）「雑誌」（22．7％）「携帯電話」（22．2％）等が2割強。  

●職業別にみると、各層とも「テレビ」「インターネット」中心は変わらない。その中で高校生は他層   
より「インターネット」がやや低く、逆に「携帯電話」がやや高い。専業主婦・公務員で「自治体の広   

報誌」を挙げる割合がやや高く、専業主婦はその他にも「新聞」「雑誌」が他層よりもやや高い。  

●性別では、男性よりも女性の方が「雑誌」を挙げる割合が高い。  

●地域別では、「新聞」は北海道、中国・四国、「携帯電話」は東北でそれぞれやや高くなっている。  

＞17年度調査と比較すると、「インターネット」「携帯電話」を挙げる割合が高まっている。   
なお、前回の「ラジオ」に関しては、今回「FM放送」「その他のラジオ放送」に回答肢を分割したの   

で参考程度。  

＞属性別にみても、職業朴性別・地域別を通して、総じて各層とも「インターネット」「携帯電話」が   
効果的とする傾向が強まっている。  

＞それ以外では、「テレビ」は大学生・専門学校生、公務員、自営業で、「新聞」は会社員、公務員、   
自営業で、「ポスター」「雑誌」については高校生と公務員で、それぞれ前回よりやや低下した。   

なお、「新聞」は男性でもやや下がった。  
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3．献血の広報・キャンペーンヘの認知接触状況 【未練躾老優】  

（2）献血キャンペーンに効果的だと患う媒体（Q8）  

Q8．献血のキャンペーンを行う隙の効果的な媒体は何だと患いますか。（いくつでも）  

丁   イ   新   ポ   雑   携   自   F   
Jム  

そ   そ  

レ   ン   聞   ス   誌   帯  ′口   M   の   の  

ビ   タ  タ  電  体  放  他  他   
l  

l  話  の  送  の  

ネ  広  
ツ  報  ジ  

【基数：対象者全長】  
ト  誌  オ  

放  

4寧旦  25．6  享2・9  草リ  写ろ要  16，1   
10．6  20．0   

83．6  46．3  22．4  22．2  23．3  21．9   

44．9  25．8  24．6  24．3  14．5  12．9   

84．6  48．3  24．1   21．2  21．2  19．7  12．3   

28．0  22．1   

40．5  26．2  24．5  20．4  14．2  10．9  4．0   2．1  

29．9  24．4  22，0  21．1   15．8   10．2   8．4   2，3  

8苧・9  口  

85．2  47．1  

享・9  

87．5   12，3   210 2．5  

注「FM放送」「その他のラジオ放送」は17年の回答肢は「ラジオ」のみ。  
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3．献血の広報・キャンペーンヘの認知接触状況 【未経験者削  

（3）献血キャラクター「けんけつちゃん」認知（Q9）  

●献血キャラクターの『けんけつちゃん』の認知率は7．2％。  

●職業別にみると、高校生、大学性・専門学校生の認知率が1割強と他層よりもやや高い。   
また、男性よりも女性の認知率がやや上回り、地域別では、東北でやや高くなっている。  

＞17年度調査と比較すると、認知率は3，0％→7．2％へと4ポイントアップしたが、それでも未だ1割   
には届かず、浸透度は拡がっていない。  

＞属性別にみると、今回比較的認知率が高かった、高校生、大学性t専門学校生、および女性に   
おいて認知率は6～7ポイント程度上昇した。また、東北で最も認知率が高まっている。  
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3．献血の広報・キャンペーンヘの認知接触状況 【未繚赦者儒】  

（3）献血キャラクター「けんけつちゃん」認知（Q9）  

Q9．厚生労働省では献血推進のためのキャラクターとして「けんけつちやん」を作成していますが  

知っていますか。  

2お   



（4）献血キャンペーン認知（QlO）  

●献血キャンペーンのことを「知っている」と回答した人は14．7％。  

●職業別にみると、他層に比べて公務員の認知率がやや高い。また、男性に比べて女性の認知率   
がやや高い。地域別では、東北でやや高くなっている。  

＞17年度調査と比較すると、認知率は25．9％→14．7％へと、11ポイント低下している。  

＞属性別にみても、各層とも認知率は低下傾向となっている。特に、公務員で落ち込みが目立つ。   
また、地域別では、近畿、九州・沖縄で認知率の低下が目立つ。  
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3．献血の広報・キャンペーンヘの認知接触状況 【未経験者削  

（4）献血キャンペーン認知（QlO）  

010．献血に関するキャンペーンを知っていますか。  

（毎年7月：愛の血液助け合い運動  毎年1～2月：「はたちの献血」キャンペーン）  
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3．献血の広報・キャンペーンヘの認知接触状況 【未種族者削  

（5）「HOPSTEPJUMP」を配布された記憶（Q11）  

●高校3年生を対象に、『HOP STEPJUMP』という普及啓発資材が配布されていることを認知   
している人は9．6％と1割程度。授業で使用した経験がある人は2．2％にとどまる。  

●職業別にみると、（現役）高校生や大学生・専門学校生といった、より若い世代の認知率がやや   
高い。それでも認知率は10％台にとどまる。  

＞17年度調査と比較すると、認知率は7，1％→9．6％へと、若干上昇している。  

＞職業別にみると、大きな動きはないが、会社員、自営業以外は、いずれも認知率がやや上昇。   
性別・地域別でも、各層とも認知率が若干高まる。  
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3．献血の広報・キャンペーンヘの認知接触状況 【未経験者編】  

（5）「HOPSTEPJUMP」を配布された記憶（Qll）  

Qll．平成2年から全国の高校3年生を対象に、献血に関する菅及啓発資材rHOP STEPJUMP」を  
配布していますが、学校で配られた記憶はありますか。  

全  体   

高校生  

大学生・専門学校≦  

会社員  

職  
業  
別  

自営業  

専業主婦  

その他   

男性  

性  
別  

女性   

北海道  

東北  

関東甲信越  

地  

域  
別  

近畿  

中国・四国  

九州・沖縄   
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4．感染症・血液製剤について  【未練槙竜儒】  

（1）献血では感染症に感染しないことの認知（Q12）  

●『献血』でエイズ、肝炎といった感染症に感染しないことを認知している人は59．1％。  

●属性別による違いはあまりみられない。その中で、専業主婦の認知率が最も高く、また男性より   
も女性の認知率が上回っている。  

＞17年度調査と比較すると、認知率は60．9％→59．1％へと、ほぼ横ばい。  

＞職業別にみると、公務員、自営業の認知率が低下している。特に、公務員の落ち込みが顕著。   
地域別では、北海道でやや低下している。  

33   



（1）献血では感染症に感染しないことの認知（Q12）  

Q12．献血でエイズ、肝炎その他の感染症に感染することはありませんが、そのことを知っていますか。  

388   
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4．感染症・血液製剤について  【未経験者削  

（2）血液製剤の海外血液依雇の認知（Q13）  

●《血液製剤は未だ海外の血液に依存している》ということを認知している人は14．5％。  

●職業別にみると、公務員の認知率が他層に比べてやや高い。   
また、性別・地域別による差はあまりみられない。  

＞17年度調査と比較すると、認知率は22．6％→14．5％へ、8ポイント低下した。  

＞職業別では、各層ともほぼ10ポイント前後の低下となっている。また、地域別では九州・沖縄で   
最も低下している。  
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4．感染症・血液製剤について  【未縫♯書籍】  

（2）血液製剤の海外血液依存の認知（Q13）  

Q13．血液製剤（＊）は未だ海外の血液に依存していることを知っていますか。  

＊重症熱傷に用いるアルブミン製剤では、国内自給率は未だ60％台である。  
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5．献血をしたことがない理由  【未納者削  

（1）1位＜最も大きな理由＞（Q15）  

●『献血』をしたことがない理由を大きい順に3つまで選んでもらった。  
1位に挙がった理由をみると、「針を刺すのが痛くて嫌だから」がトップで15．3％。   
以下、「健康上出来ないと思ったから」（8．5％）、「なんとなく不安だから」（8．2％）、「近くに献血す   

る場所や機会がなかったから」（7．8％）、「献血を申し込んだが、基準に適合せずに断られた」  
（7．7％）なとが1割弱で続き、以上がベスト5。  

●職業別にみると、専業主婦で「献血を申し込んだが、基準に適合せずに断られた」が他層よりも   
やや高い。一方、高校生は「健康上出来ないと思ったから」、公務員は「近くに献血する場所や機   

会がなかったから」、自営業は「針を刺すのが痛くて嫌だから」が他層よりやや低い。  

●地域別では、北海道で「献血する意志がない」とする割合が他地域に比べてやや高い。  

＞17年度調査と比較すると、全体では「献血を申し込んだが、基準に適合せずに断られた」「健康   
上出来ないと思ったから」を理由に挙げる割合が若干減少している。  

＞職業別では、「献血を申し込んだが、基準に適合せずに断られた」は高校生、自営業で前回より   
やや低下。一方、公務員で「針を刺すのが痛くて嫌だから」が低下している。  

＞地域別では、北海道で「針を刺すのが痛くて嫌だから」「献血する意志がない」が高まっている。  
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5．献血をしたことがない理由  【未経験者編】  

（1）1位＜最も大きな理由＞（Q15）  

Q15．献血したことがないのはとのような理由からですか。  

理由の・大きい順に3つまでお遊びください。（それぞれひとつずつ）  

2
0
 
 

1
 

針  健  な  
ん   

刺   
す  出  な  献  申  て  る  か  ら  て  用  献  所  つ  献  み  航  血  る  無  態  な  
の  来    血  し  い  意  か  れ  献  し  血  が  つ  血  が  歴  液  と  駄  度  い  

【基数：対■寺全且】   

注・17年は「その他」の回答肢なし。  
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（2）1位～3位累計（Q15）  

●『献血』をしたことがない理由を、1位～3位の累計でみると「針を刺すのが痛くて嫌だから」  
（31．2％）と「なんとなく不安だから」（30．8％）が上位で括抗し、主な理由となっている。   

以下、「時間がかかりそうだから」（21．6％）、「恐怖心」（21．1％）、「近くに献血する場所や機会が   

なかったから」（19．9％）が2割前後で続き、以上がベスト5。  

●職業別にみると、高校生で「近くに献血する場所や機会がなかったから」がやや高い。公務員は   
他層に比べて「時間がかかりそうだから」「忙しくて献血する時間がなかった」が高く、その一方で  

「献血している所に入りづらかったから」がやや低い。なお、専業主婦では1位の理由と同様に、  

「献血を申し込んだが、基準に適合せずに断られた」が他層よりもやや高い。  

●性別では、女性で「健康上出来ないと思ったから」という理由が男性に比べて高くなっている。  

＞17年度調査と比較すると、全体では総じて大きな変化はみられない。その中で「健康上出来な   
いと思った」が5ポイント低下した。  

＞職業別では、公務員で「時間がかかりそうだから」「忙しくて献血する時間がなかった」「近くに献   
血する場所や機会がなかったから」等が上昇。また自営業で「なんとなく不安だから」「血を採ら   
れるという感じが嫌だ」という意識がやや高まる。  

＞一方、「健康上できないと思ったから」は高校生、会社員、公務員でやや低下傾向。また、大学   
生・専門学校生は「忙しくて献血する時間がなかったから」、高校生は「どこで献血ができるかわ   

からない」「献血を申し込んだが、基準に適合せず断られた」との理由はやや減少した。  
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5．献血をしたことがない理由  【未経験者儒】  

（2）1位－3位累計（Q15）  

015．献血したことがないのはとのような理由からですか。  

理由の大きい塀に3つまでお選びください。（それぞれひとつずつ）  

針  な  時  恐  近  健  献  血  忙  献  献  薬  自  献  ど  病  自  呼  献  血  海  職  わ  そ  
を  ん  間  怖  く  康  血  を  し  血  血  を  分  血    気  分  ぴ  血  液  外  鼻  か  の  
刺  と  が  心  に  上  し  採    す  を  服  が  場  で  が  の  込  す  が  漉  の  ら  他  
す  な  か  献  出  て  ら  て  る  申  用  献  所  献  つ  血  み  る  無  航  態  な  
の  く  か  血  来  い  れ  献  意  し  し  血  が  血  つ  液  が  と  駄  歴  度  い  

【基数：対象層全且】   

注・17年は「その他」の回答肢なし。  
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6．献血するきっかけとなり得る要因  【未縫験者削  

（1）1位＜最も大きな要因＞（Q16）  

●『献血』をするきっかけになり得ることを大きい順に3つまで選んでもらった。1位に挙がったのは  
「針を刺すときに痛みを和らげる処置が実施された」点で12．1％。前述の献血をしたことがない理   
由でも「針を刺すのが痛くて嫌だから」が1位だったことから、やはり“針を刺す時の痛さ”が献血   

へのネックとなっていることが窺える。  

●以下、「家族や友人などから勧められた」（11．4％）、「献血しているところが入りやすい雰囲気に   
なった」（8．6％）、「近くに献血する場所ができた（献血ルーム）」（7．1％）の順で続く。  

●職業別にみると、1位の「針を刺すときに痛みを和らげる処置が実施された」は公務員でやや高く、   
自営業で最も低い。その自営業では「献血は絶対しない」がほぼ1／4と多い。  

●性別・地域別による違いはあまりみられない。その中で、北海道で「献血は絶対にしない」が他の   
地域よりもやや高い。  

＞17年度調査と比較すると、全体では「献血しているところが入りやすい雰囲気になった」を挙げ   
る割合が約9ポイント減少したのが目立つ。一方、「献血は絶対にしない」を挙げる割合が増加し   

ている。   

なお、「近くに献血する場所ができた」は、今回、（献血ルーム）と（献血バスまたは出弓長献血）に   

回答肢を分けたため、前回との比較は参考程度となるが、概ね大きな違いはみられない。  

＞属性別にみると、各層とも総じて「献血しているところが入りやすい雰囲気になった」が減少、   
「献血は絶対にしない」が増加しているのは共通。  

＞それ以外では、公務員で「献血の重要性が明確になった」がやや上昇。一方、自営業で「針を刺   
すときに痛みを和らげる処置が実施された」が前回に比べてやや低下している。  
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6．献血するきっかけとなり得る要因  【兼経獣者縮】  

（1）1位＜最も大きな要因＞（Q16）  

Q16．あなたが献血するきっかけとなり得る項目を選択してください。  

きっかけの大きい順に3つまでお遊びください。（それぞれひとつずつ）  

針  家  献  近  近  
く   

ン  
′く  
】  
ン  
や  

痛  か    場  場  明  康  処  イ献   

み  ら  ろ  所  所  確  曹  遇  ベ血  ん  る  分  て  キ  血  ビ  な  時  
を  勧  が  が  が  に  理  口 ロR  ンが  ど    か  な  ヤ  制  ス  つ  間  
和  め  入  で  で（  な  の   ト身  害  と  巳  い  ン  限  が  た  が  

記                           ら  ら  り  き  き献  つ  役  等近  が  は  た    ペ  が  良  長  
げ  れ  や  た  た血  た  に  念  こに  な  な  と  l  解  く  
る  た  す    バ  立  □ PP  よ感  い  い  が  ン  除  な  な  
処  い  献  ス  つ   り じ  と  と  分  に  さ  つ  

置  雰  が  ら  か  た   

が  囲  良  れ  巳  

実  田  く  る  た   
施  に  な  よ  れ  

さ  な  つ  つ  て  

【基数：対長者全且】   れ  つ  献  た  に  い  
た  た   血  な  た   

つ  
た   

（N）  

注：17年は「家族や友人などから勧められた」「好きなタレントがキャンペーンに起用されていた」の回答肢なし。  

「近くに献血する場所ができた（献血ルーム）」「近くに献血する場所ができた（献血バスまたは出張献血）」は17年は「近くに献血する場所ができた」のみ。  
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6．献血するきっかけとなり得る要因  【未経験者削  

（2）1位－3位累計（Q16）  

●『献血』をするきっかけになり得る要因を1位～3位の累計でみると、「献血しているところが入り   
やすい雰囲気になった」が最も高く27．4％。「針を刺すときに痛みを和らげる処置が実施された」   
が25．7％で差のない2位。  

●以下、「献血の重要性が明確になった」「家族や友人などから勧められた」（各20．8％）、「献血が   
自分の健康管理に役に立つようになった」（20．1％）、「近くに献血する場所ができた（献血ルー   
ム）」（18．7％）の順で続く。  

●職業別にみると、公務員で「献血の重要性が明確になった」「針が細くなった」がきっかけになる   
得る要因とする割合が地層よりもやや高い。一方、自営業は「近くに献血する場所ができた（献   

血ルーム）」がや高いが、逆に「針を刺すときに痛みを和らげる処置が実施された」が他層に比べ   
て低い。  

●地域別では、北海道で「献血しているところが入りやすい雰囲気になった」が他地域より低い。  

＞17年度調査と比較すると、全体では「献血しているところが入りやすい雰囲気になった」「献血が   
自分の健康管理の役に立つようになった」が6ポイント減少している。それ以外はそれほど違い   
はみられない。  

＞属性別にみると、公務員、自営業で「献血しているところが入りやすい雰囲気になった」点を挙げ   
る割合が高まるが、それ以外の層は低下傾向。また、公務員は「献血の重要性が明確になった」   
も大きく上昇した。自営業は「針を刺すときに痛みを和らげる処置が実施された」が前回に比べて   
低下したのが目立つ。  

＞地域別では、北海道で「献血の重要性が明確になった」が上昇、「献血しているところが入りやす   
い雰囲気になった」の落ち込みが目立つ。  
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6．献血するきっかけとなり得る要図  【未経献者緒】  

（2）1位～3位累計（Q16）  

Q16．あなたが献血するきっかけとなり得る項目を選択してください。  

きっかけの大きい順に3つまでお遊びください。（それぞれひとつずつ）  

0■  

献  針  献  家  献  近  近  
く   

ン  
′く  

l  

ン  
や  

甥  イ献   
所   ベ血  遇  ん  て  分  る  ビ  キ  時  な  血  

が  を  に  勧  理  が  が  ンが  □ ロR  ど  な  か    ス  ヤ  間  つ  制  

入  ト身    害   い  つ  と  が  ン  
四   ヨ           ／ヾ   が  
や   にに   な   解  
す  る  た  立    パ  よ感  ⊂】 ロロ  い  が  い  な  ン  な  除  
い  処  つ  献  ス  リ じ  と  分  と  巳  に  巳  さ  
雰  よ  b  知  れ  
囲  つ  れ  つ  用  た   
ヌ1  に  る  た   さ  
に  な  よ  れ  
な  つ  う  て  

【基数：対象者全長】  た   
6  た   献  に  い  

血  な  か  た   
つ  つ  

た   た   

．旦9．8  旦1  

25，7   2                  ．′ 7．0  ．      二＿ 2．1   

≧旦阜 30．2  ！．9旦 23．6  旦坦  －1三遷 15．3  136   184  ′、1旦薫 20．9  ▼．リj 18．3  9．7 9．8  ＿【1坦 10．8  107  65  58  巨β  16  30  呈J 1．8  ∴〉里旦 8，0  
282  285  218  呈呈p  204  164 124   186  146  135  116  匹  68  阜室 8．0  諷呈 8．2  良三  46  39  2．0  ，tむ7 11．3  

旦1・1＿ 20．1               ．！！．∧旦 11．8  旦阜 7．7    匹 8．4  声．竺 5．5    4旦 6．1  匹 4．8  蔓．蔓 1．9  l寧，室 14．4  
野′こ1． 13．5      14．1l叩 19．2     ．1旦！昏 19．2  拉二9 20．2      1．Z 2．9    4，7 8．7  2．4  四 2．9  2．4  2ご旦 1．9  1．？．6 13，5  

14．9  24．6  ？0．1  14．9  早年．卓  

3   

298  208  175  匹  220  217 123   206  168  156  151  73    78  69  2β  24  2．4  1，2  16．3  
28．6  23．8  19．6  19．！  17．8  22．9 2  13．9  15‥5  11．2  9．1  lP．8  年．亭  10．0  7．3  4．3  3フ  2．0  里  1．3  匹      35．5  28．5  18．4   26．6   6．2  18．9  18．6  12．1  13．0  5．4  9．7  8．0  5．9   4．2  4．9  1．8  12．9   

249      197  18．ヨ  
2   

26．5  19．4  2り  20．4  19・2 6  12．4  20．4  14．1  12．1  11．5  7．0  7．6  7．9  6．0  4．5  3．2  3，4  2．0  17．0  
229  210  19．q  195  20．与 3  ＝9  186  110      95  100  76  29  β．7  38  29  1．0  23．3  
220    蔓り  214  194 163   161    121      99  90  59  竺∴璽    34  2．3  14．9  
27．1  18．3   30，9  22．9   17．4  18．6  12．6  11．4  7．4  10．0  7．4  6．白   5．4  4．3  1．1  14．9  

26，1  20．3  呈qニヨ  20．3  1寧．pl9．7   17．亭  l、3＝旦  ！旦二4  12．7  8．」  7・2  8．6  与．4  四  芦▲写  四  田  2P．1  
228  192  21．3  

／   
98    璽トq  207  19．9  

2   

中国・四国        260  202  革も2  195  21．J 2  142  165  142  130  125  90  109  65  49  叩  26  26  2．1  16．7    17生  こ450）  33．1  さ7．6  ≦jノニ5   2畠．8   7．8  皇2■．2  皇1′二8  12．7  jl．9  1d．2  8．0  8．4  5．3   5．3  艮  1．8  畠．3  
九州・沖縄      281  256  211  l旦＝9  185  20．8 3  139  206  178  136  101  53  84  田  51  6．2  33  3．1  2．2  16．3    17竜  一ワ禦：l こ600）  34．3  さ6．7  23．0   ま3蔦   1．3  19．3  18．5  15．5  9．7  6．5  9．7  6．3  8．3   5．7  6．2  1．0  1b二5   
注17年は「家族や友人などから勧められた」「好きなタレントがキャンペーンに起用されていた」の回答肢なし。  

「近くに献血する場所ができた（献血ルーム）」「近くに献血する場所ができた（献血／iスまたは出張献血）」は17年は「近くに献血する場所ができた」のみっ  
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7．家族・友人の献血状況  【未経験者削  

（1）家族の献血の有無（Q17）  ＜新規茸間＞  

●家族が『献血』している姿を見たことが「ある」という人は10．6％と1割程度にとどまる。  

●職業別にみると、「ある」の割合は高校生、専業主婦でやや高い。また、男性よりも女性の方が   
約7ポイント上回る。  

●地域別による差はそれほどみられない。  
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7．家族・友人の献血状況  【未経験者削  

（1）家族の献血の有無（Q17）  

017．こ家族が献血している婆を見たことがありますか。  

【基数：対象者全長】  
（N）  

全  体   

高校生  

大学生・専門学  

会社員  

職  
業  

別  

自営業  

専業主婦  

その他   

男性  
性  
別  

女性   

北海道  

東北  

関東甲信越  

地  

域  
別  

近畿  

九州・沖縄  

中国・四国  

リ冗   



7．家族・友人の献血状況  【未縫横寺削  

（2）友人の献血の有無（Q18）  ＜新規質問＞  

●《友達に献血をしている人はいますか》と質問したところ、「いる」が33．4％、「いない」が34．1％、  
「わからない」が32．5％と、大きく3分割された。  

●職業別にみると、「いる」の割合が高いのは公務員、大学生・専門学校生。   
一方、高校生のほぼ半数が「いない」としており、他層で比べて目立つ。  

●性別では、「いる」の割合は男性に比べて女性が10ポイント上回っている。  

●地域別では、北海道、東北で「いる」が4割程度と他地域よりもやや高い。  
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7．家族・友人の献血状況  【未経横寺編】  

（2）友人の献血の有無（Q18）  

Q18．あなたのお友達に献血をしている人はいますか。  

（％）   

【基数：対象者全長】（N）  わからない  

全  体   

高校生  

大学生・専門学  

会社員  

職  
業  

別  

自営業  

専業主婦  

その他   

男性  
性  
別  

女性   

北海道  

東北  

関東甲信越  

地  
域  
別  

近畿  

九州・沖縄  

中国・四国  

（5000）  

（626）   

学校生  （1484）  

（1545）  

（85）  

（134）  

（423）  

（703）  

（2556）  

（2444）  

（210）  

（355）  

（1825）  

（780）  

（816）  

（583）   

（431）  

」日暮  



8．献血に関する資料評価  【未撞験者削  

（1）献血の必要性への理解が良くなったか（Q19－1）  

●献血に関する資料（巻末参照）の閲読後に、『献血』に関する意識の変化を質問した。   
まず、《献血の必要性への理解は良くなりましたか》という質問では、「はい」が34．0％で、「どちら   

かというとはい」（57．8％）まで含めると、“はい計（理解が良くなった）”は実に91．7％にのぼる。   

否定的な意見はほとんどみられなかった。  

●職業別にみると、肯定的な評価は特に専業主婦で高い。特に、トップボックス（はい）で他層との   
差が大きい。一方、自営業で好意的な評価は他層よりもやや低い。  

●地域別では、九州・沖縄でトップボックスが他地域に比べて高くなっている。  

＞17年度調査と比較すると、全体では“理解が良くなった計”は、87．7％→91．7％へと、さらに理解   

度が高まっている。  

＞属性別にみると、肯定的な評価は専業主婦で上昇し、逆に自営業でやや低下している。  

＞また、性別では女性、地域別では東北、九州・沖縄で肯定的評価が高まっている。  

19   



8．献血に関する資料評価  【未縫製者縮】  

（1）献血の必要性への理解が良くなったか（Q19－1）  

019．献血に関する資料を読まれた後で次の質問にお答え下さい。  

1）献血の必要性への理解は良くなりましたか。  

【基数対象者全且】（N， 

90．7  

92．9  

93．9  

88．4  11．6  

88．9  

85．7   

88．0   

飢＝  

83．7   

90．7  

87．6   

90．9  

域  
88．5   

93．3  

88．4   

91．9  

87．1   

94．0  

88．7   
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8．献血に関する資料評価  【未経験者削  

（2）献血に協力する意識の有無（Q19－2）  

●閲読後に、《今は献血に協力する気持ち》が「ある」と回答した人は16．4％で、「どちらかというと   
ある」（48．8％）まで含めると65．2％。ほぼ3人に2人が協力ヘの意向を示している。  

●職業別による違いはほとんどみられない。性別では、男性より女性の方が前向きな意向が高い。  

●地域別では、中国・四国、九州・沖縄でポジティブ評価がやや高く、北海道でやや低い。  

＞17年度調査と比較すると、全体のポジティブ評価は65．0％→65．2％と、変化はみられない。  

＞職業別にみると、自営業でやや低下している。  

＞地域別では、東北、中国・四国で前回よりやや上昇、逆に北海道でやや低下した。  
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8．献血に関する資料評価  【未経験者編】  

（2）献血に協力する意識の有無（Q19－2）  

Q19．献血に関する資料を読まれた後で次の質問にお答え下さい。  

2）今は献血に協力する気持ちはありますか。  

ある  ない   
〈計〉  〈計〉   

65．2  34．8   

65．0  35．0   

68．7  31．3   

70．6  29．4   

66．2  33．8   

65．8  34，2   

64．5  35．5  

35．6  64．4   

63．5  36．5   

59．6  40．4   

60．4   

30．4  69．6   

68．6  

67．5   

60．6  39．4   

60．9  39．1   

60．8  39．2   

59．5  40．5   

69．8  30．2   

67．8  32．2   

60．0  48．b   

67．5  32．5   

触3  30、7   

62．9  3了．1   

60．8  39．2   

63．l  36．9   

66．0  340   

66．4  33．6   

65．9  34．1   

64．8  35．2   

70．8  29．2   

62．0  38．0   

72．0  28．0   

71．8  28．2  

（350）    17年  

関東甲信越  

地  

域  
別   

近畿   
17年  （850）  

中国・四国  

九州・沖縄  



（3）今後の献血意向喚起（Q19－3）  

●《今後、実際に献血に行きますか》との質問では、「はい」が6．1％で、「どちらかというとはい」  
（41．3％）まで含めると47．4％。ほぼ半数が献血への意向を喚起されている。  

●職業別にみると、自営業で前向きな評価が他層に比べてやや低い。   
なお、前向きな評価が最も高いのは高校生。  

＞17年度調査と比較すると、全体のポジティブ評価は49．5％→47．4％と、2ポイント減。  

＞属性別にみると、自営業で前回より10ポイトン以上低下したのが目立つ。   
それ以外は、大きな変化はみられない。   



9．献血に関する資料評価  【未経験者編】  

（3）今後の献血意向喚起（Q19－3）  

Q19．献血に関する資料を読まれた後で次の質問にお答え下さい。  

3）今後、実際に献血に行きますか。  

はい  いいえ  
く計〉  〈計〉  

47．4 52．6  

49．5 50．5  

52．2 47，8  

56．8 43．2  

49．9   50．1  

51，1   48．9  

46．1   53．9  

48．6   51．4  

47．1  52．9  

44．2   55．8  

54．8   45．2  

50．8   49．2  

53．5   46，5  

39．8   60．2  

43．1   56．9  

44．8   55．2  

46．3   53．7  

50．2   49．8  

51．2   48，8  

47．1   52．9  

52，0   48．0  

50．7   49．3  

48．6   51．4  

44．1   55－9  

47．0   53．0  

45．3   54．7  

49月   50．1  

48．5   51．5  

50．5   49．5  

51．3   48．7  

48．2   51．8  

54．5   45．5  

56．0   44．0  

どちらかというと  
いいえ  【基数：対象者全員】 （N）  
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＝．経験者編  

（注）帯グラフ尊に喪記されている比率は端数処理をしているため、  

合計が必ずしも100％にはならない。   





1．対象者特性  【経験者削  

（l）居住地・性別（SCl／SC3）  

●【居住地】は「関東甲信越」が36．5％を占めており、17年度調査と同様、中心となっている。   
以下、「近畿」（16．3％）、「東海北陸」（15．6％）の順で続き、全体構成も17年と概ね変わらない。  

●【性別】は、全体では「男性」51．1％、「女性」48．9％とほぼ半々。17年度に比べて男性回答者が   
大幅に増えている。  

●【年齢】については、20代が9割弱（88．7％）を占めてはいるが、17年度に比べて「16～17歳」  
（2．5％）、「18′－19歳」（8．7％）といった10代の回答者が増加。  

●【職業】では、「会社員」（43．0％）、「大学生・専門学校生」（29．1％）が中心であり、両層で7割強   
を占めている。17年度に比べて「大学生・専門学校生」が大幅増、「専業主婦」が減少した。  

●【医療関係への関与有無】をみると、「携わっている」と回答した人は11．0％で、ほぼ前回並み。  

【基数：対象者会見】  

（りり  性別（SC3）  

全  体   

北海道  

東北  

関東甲信越  

地  

域  
別  

近畿  

中国・四国  

九州・沖縄   

【基数：対象者全員】   
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1．対象者特性  【経験者削  

（2）年齢・職業（SC2／SC4）  

【基数：対象者全且】  

【基数：対象者全且】  
高校生  大学生・  

専門学校生  

36  ∴某㌔  

域  

2．3  8．5   

（注）□は、17年と比べて5％以上高いもの。⊂コは、17年と比べて5％以上低いもの。但し、（N＝30未満）は除く。以降も同様。  
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1．対象者特性  【経験者削  

（3）医療関係への関与有無（SC5）  
SC5．あなたは学業及び職業で、医療関係に携わっていますか。  
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2．献血に関する認知状況  【経験者削  

（1）献血が病気の治療に役立っていることの認知（Ql）  ＜新規質問＞  

●『献血』がさまざまな病気の治療に役立っていることを「知っている」と回答した人は65．9％。   
経験者のほぼ3人に2人が認知している。  

●職業別にみると、他層に比べ公務員の認知率が高いのが目立つ。一方、専業主婦で最も低い。   
なお、男女間で認知率に差はみられない。  
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2．献血に関する認知状況  【縫獣者編】  

（1）献血が病気の治療に役立っていることの認知（Ql）  

Ql．献血は患者さんに対する輸血だけでなく、献血を原料とした血液製剤として、さまざまな病気の治療に  

役立っていることを知っていますか。  

全  体   

高校生  

学 

会社員  

職  
業  

別  

自営業  

専業主婦  

その他   

男性  
性  
別  

女性   

北海道  

乗北  

関東甲信越  

地  
域  
別  

近畿  

九州・沖縄   

中国・四国  

（5000）  

（181）   

校生  （1453）  

（2152）  

（207）  

（106）  

（448）  

（453）  

（2556）  

（2444）  

（210）  

（355）  

（1825）  

（780）  

（816）  

（583）  

（431）  

¢2   



2．献血に関する認知状況  【経験割引  

（2）若年層の献血協力者の減少傾向認知（Q2）  ＜新規質問＞  

●近年、『献血』へ協力してくれる10代・20代の若年層が大幅に減少していることを「知っている」   
という人は55．3％。  

●職業別にみてもそれほど差はないが、公務員の認知率が他層に比べてやや高い。  

●性別では差はなく、地域別では、東北、中国・四国の認知率がやや高くなっている。  

¢3  
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2．献血に関する認知・関心度  【経験者儀】  

（2）若年層の献血協力者の減少傾向認知（Q2）  

Q2．献血へ協力してくださる苦い方の歎が、近年大幅に減っています（＊）。知っていましたか。  

＊最近5年間で20代の献血者緻は161万8千人から113万5千人（30％減）に、10代の献血者歎は、  
56万4千人から32万4千人（43％減）に減少しています。  

全  体   

高校生  

大学生・専門  

会社員  

職  
業  

別  

自営業  

専業主婦  

その他   

男性  
性  
別  

女性   

北海道  

東北  

関東甲借越  

地  
域  
別  

近畿  

九州・沖縄  

中国・四国  

（5000）  

（181）   

学校生  （1453）  

（2152）  

（207）  

（106）  

（448）  

（453）  

（2556）  

（2444）  

（210）  

（355）  

（1825）  

（780）  

（816）  

（583）   

（431）  

侃」l   



3．献血の広報・キャンペーンヘの認知接触状況 【経験者削  

（1）献血に関する広報接触媒体（Q3）  

●『献血』に関して接触したことのある広報媒体をみると、「街頭での呼びかけ」（68．0％）「献血ルー   
ム前の看板・表示」（65．5％）がともに2／3程度を占めており双壁。   

これに続くのが「献血バス」（57．6％）、「テレビ」（55．4％）で、以上が主要の接触媒体である。  

●職業別にみると、主要の「街頭での呼びかけ」「献血ルーム前の看板・表示」「献血バス」といった   
現場での接触は専業主婦で高い。逆に、高校生、公務員、自営業で低い。また、高校生、自営業   

は「献血関係のイベント」も他層に比べてやや低い。  

●性別では、「街頭での呼びかけ」「献血ルーム前の看板・表示」「献血バス」での接触率が男性に   
比べて女性で高いのが目立つ。  

●地域別では、「街頭の呼びかけ」は北海道、中国・四国でやや低い。一方、関東甲信越は他地域   
■に比べて「テレビ」がやや低い。  

＞17年度調査と比較すると、新規回答肢の「献血ルーム前の看板・表示」を除くと、各媒体の接触   
率は総じて低下している。特に「ポスターの掲示」が20ポイント近く下がったのが目立つ。  

＞属性別にみても、職業別・性別・地域別のいずれも各層で傾向は変わらず、ほぼ低下傾向を示し   
ている。  
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3．献血の広報・キャンペーンヘの認知接触状況   【経臓老優】  

（1）献血に関する広報接触媒体（Q3）  

03．献血に関して、とのような広報媒体を見たこと（聞いたこと）がありますか。（いくつでも）  

街  献  献  テ  ポ  献  新  チ  イ  自  F  そ  雑  そ  何何  見  
た（      頭  血  血  レ  ス  血  聞  ラ  ン  ‡ム ／［】  M  の  誌  の  かの  
で  ル  バ  ビ  タ  関  ン  タ  体  放  他  等  他  で媒  こ聞  
の  I q の  見体  
呼  の  配  たか  
ぴ  褐  布   ジ  が覚  

か  示   ト   オ  、え  

け   ン  放  て  

【基数：対象者全且】  ト  送  い  
表  な  

い   
N）  

68．0  

（  6．3  0．7  

17．7  

2ti．4  9．2  

18．0  

27．3   

7：3  

2   6．6  1．0  0．7  

295  174  198  翠・2  
12．3   5．4  l′0   

15．4   
170  179  四   1．？・2  

＿宰至二旦．  

34．7   

写，7・8  19や  14・？  1？・9  19・革  5．7  5．7  3・亨  3・1  1・ヨ  1、・声  
70．6  46．1  28．4  27．0  14．4  13．5  15．4  18．2  6．0   1．2  0，8   

629  箪7・9  50．9  56．7  25．7  22．4  18．3  14．6  四  6．0  8．0  
29．2  28．2  18．5  13．6  13．4   3．7   5．7  1．7  1．1  

軍．7・寧  1里  15・や  8．1  7．7  5．0  2．9  2．7  1．5  1・ざ  四  
34．4  27．0  18．5  11．2  17．7  17．8  6月  0．8  0．5   

214  171  り・ヨ  
17．0   4．0   2．0   

享年・4  

37．7   

203  128  12．5  8．5  4．3  4．9  四  2・9  1・声  1．9  2．8  
30．0  21．4  16．6  12－2  12．4  13．9  5．8  1．1  1．0  

6了．7  605  5（；．8  55．3  29．9  29．2  17，9  14．9  11．2  7．7  7・早  

2   6．1   1．3  0．4  
70．3  64．3  62．0  64・早  叶7  軍マ・2  け2  15．4  9．2  6了  6．9  

2   8．2  0．6  0．5  

中国・四国      59．6  63・6  60．6  60．6  302  31．3  21．6  19．7  11．6  9．3  5．3 2  苧・？  3・p  1．4  2．3  1．9    ‾17年  （450）  72．9   79．6  67．6  47，6  39．1  30．9  22．2  11．8  17．1   0．了  5．1   1．1  0．7  
68月  6ウ・8  61．6  60．7  30．0  33．3  14．6  17．8  8．7  8．6  8．6  

2   6．5  1．2  0．3   

僅）［＝］は、17年と比べて5％以上高いもの。⊂コは、17年と比べて5％以上低いもの。以降も同様。  

注：17年は「献血ルーム前の看板・表示」「その他」の回答肢なし。また、F‾FM放送」「その他のラジオ放送」は17年の回答肢は「ラジオ」のみ。  
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3．献血の広報・キャンペーンヘの認知接触状況  【縫躾者削  

（2）献血キャンペーンに効果的だと患う媒体（Q4）  

●『献血』のキャンペーンを行う際に効果的だと思われる媒体としては「テレビ」が83．6％で圧倒的   
に高い。次いで「インターネット」が48．3％で続く。以下、「ポスター」（26．7％）、「雑誌」（26．3％）、  

「新聞」（25．8％）、「携帯電話」（25．6％）等が1／4程度で続く。  

●職業別にみると、各層とも「テレビ」「インターネット」中心は変わらない。その中で高校生は他層   
より「インターネット」がやや低い。それ以外では「ポスター」を挙げる割合が自営業、専業主婦で   

やや高い。また、自営業で「FM放送」、専業主婦で「雑誌」、公務員で「自治体の広報誌」が他層   
に比べてやや高い。  

●性別では、男性よりも女性の方が「雑誌」を挙げる割合が高い。  

●地域別では、他地域に比べて東北で「自治体の広報誌」がやや高い。一方、近畿で「インターネッ   
ト」がやや低い。  

＞17年度調査と比較すると、「テレビ」「新聞」がやや減少。一方で「インターネット」「携帯電話」を   
挙げる割合が高まる。特に「携帯電話」は10ポイント強の伸びがみられる。   

なお、前回の「ラジオ」に関しては、今回「FM放送」「その他のラジオ放送」に回答肢を分割したの   

で参考程度となるが、ほぼ同様の傾向。  

＞属性別にみても、職業別・性別・地域別を通して、総じて各層とも「携帯電話」が効果的だとする   
傾向が強まっている。「インターネット」も同傾向たが、高校生、自営業ではやや低下した。  

＞それ以外では、「テレビ」は高校生、公務員、自営業で、「新聞」も会社員、自営業で、「自治体の   
広報誌」は自営業、専業主婦で、それぞれ前回よりやや低下した。  

67   



3．献血の広報・キャンペーンヘの認知接触状況   【経厳暑縮】  

（2）献血キャンペーンに効果的だと患う媒体（Q4）  

Q4．献血のキャンペーンを行う際の効果的な媒体は何だと思いますか。（いくつでも）  

丁   イ   ポ   雑   新   携   自   F   
÷ム  

そ   そ  

レ   ン   ス   誌   聞   帯  ／ロ   M   の   の  

ビ   タ  タ  電  体  放  他  他   
l  l  話  の  送  の  

ネ  広  ラ  
ツ  報  ン  

【基数：対■暑全且】  
ト  誌  オ  

放  

送  

1  （畠0）   206 3．1  

3．3  関東甲信越      821  497  247  278  250  262  107  10．2  巴  6．6      17壷  再血）  86．8  47．7  27．6  23．2  27．2  16．7  13．4   5．7   4．2  

84．7  47．8  25．0  25．5  26．8  23．1  13．7  14．4   2．2   

86．4  42．1  26．7  20．8  36．8  13．2  20．3  2．0   2．7  

82．8  42．8  28．1  25．1  23．0  25．5  12．9  12．6  4＿3  

89．2  43．8  26．7  22．0  29．6  13．5  17．5  8．2   2．6  

84．7  3．0  

8臥9   ．2  2，4  

834  509  290  228  249  268  148  13．7   4．8  

86．2  42．7  29．5  25．2  33．7  15，7  23．5  223 2．8   

注・17年は「その他」の回答肢なし。また、「FM放送」「その他のラジオ放送」は17年の回答肢は「ラジオ」のみ。  
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3．献血の広報・キャンペーンヘの認知接触状況  【経験者削  

（3）献血キャラクター「けんけつちやん」認知（Q5）  

●献血キャラクター『けんけつちやん』の認知率は23．8％。経験者のほぼ4人に1人が認知。  

●職業別にみると、高校生の認知率が特に高い。大学生・専門学校生、公務員がこれに続く。   
一方、専業主婦の認知率が1割強と他層に比べて低い。  

●性別では、女性の認知率が男性を10ポイント上回り、地域別では、東北で最も高い。  

＞17年度調査と比較すると、認知率は7．0％→23．8％へと、大幅（17ポイント増）に上昇した。  

＞属性別にみても、職業別・性男小地域別の各層とも、前回に比べて認知率がアップしたのは共通。   
特に、大学生・専門学校生、および女性で20ポイント増と顕著である。今回認知率の最も低かっ   

た専業主婦でも9ポイント上昇している。  
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3．献血の広報・キャンペーンヘの認知接触状況  【総数者削  

（3）献血キャラクター「けんけつちやん」認知（Q5）  

Q5．厚生労働省では献血推進のためのキャラクターとして「けんけつちやん」を作成していますが、  
知っていますか。  
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3．献血の広報・キャンペーンヘの認知接触状況  【経験者削  

（4）献血キャンペーン認知（Q6）  

●献血に関するキャンペーンのことを「知っている」と回答した人は36．5％。  

●職業別にみると、他層に比べて公務員の認知率がやや高い。また、女性の認知率が男性に比   
べて11ポイント上回っている。地域別では、東北でやや高く、北海道で最も低い。  

＞17年度調査と比較すると、認知率は46．4％→36．5％へと、10ポイント減となっている。  

＞属性別にみても、各層とも認知率は低下傾向となっている。その中で、特に公務員で落ち込みが   
目立つ。また、地域別では、北海道で認知率の低下が顕著である。  
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3．献血の広報・キャンペーンヘの認知接触状況   【経験者緯】  

（4）献血キャンペーン認知（Q6）  

Q6．献血に関するキャンペーンを知っていますか。  
（毎年「7月：愛の血液肋け合い運動  毎年1～2月：「はたちの献血」キャンペーン）  

【基数：対魚寺全且】  
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3．献血の広報・キャンペーンヘの認知接触状況  【経験者削  

（5）「HOPSTEPJUMP」を配布された記憶（Q7）  

●高校3年生を対象に、『HOP STEPJUMP』という普及啓発資材が配布されていることを認知   
している人は14．7％。授業で使用した経験がある人が5．7％。  

●職業別にみると、（現役）高校生の認知率は3割強と高い。大学生・専門学校生が2割強で続く。   
一方、専業主婦の認知率が他層に比べて低い。  

＞17年度調査と比較すると、認知率は10．6％→14．7％へと、4ポイント上昇している。  

＞職業別にみると、認知率の突出した高校生は前回と比べてやや後退。それ以外の層は、大きな   
変化はみられない。なお、地域別では北海道の認知率がやや高まっている。  
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3．献血の広報・キャンペーンヘの認知接触状況   【経験者削  

（5）「HOPSTEPJUMP」を配布された記憶（Q7）  

Q7．平成2年から全国の高校3年生を対象に、献血に関する普及啓発眉材「HOP STEPJUMP」を  
配布していますが、学校で配られた記憶はありますか。  

【基数：対象者全且】  （N）  

17年  （3295）   

北海道  

東北  
17年  （350）  

関東甲信越  

地  

域  
別  

近畿   

中国・四国  

九州・沖縄   
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4．感染症・血液製剤について  【経験者削  

（1）献血では感染症に感染しないことの認知（Q8）  

●『献血』でエイズ、肝炎といった感染症に感染しないことは、経験者の約8割（78．4％）が認知して   
いる。  

●認知率は、職業別・性別・地域別のどの属性でみても、あまり違いはみられない。  

＞17年度調査と比較すると、認知率は79．9％→78．4％と、ほぼ横ばい傾向。  

＞職業別にみると、公務員、自営業の認知率が前回に比べてやや低下している。   
地域別では、北海道でやや低下。  
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4．感染症・血液製剤について  【経験者縮】  

（1）献血では感染症に感染しないことの認知（Q8）  

Q8．献血でエイズ、肝炎その他の感染症に感染することはありませんが、そのことを知っていますか。  

18．8   
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4．感染症・血液製剤について  【経験者削  

（2）血液製剤の海外血液依存の認知（Q9）  

●《血液製剤は未だ海外の血液に依存している》ということを認知している人は25．3％と、経験者の   
4人に1人の割合。  

●職業別にみると、高校生の認知率が最も高く、唯一3割を超えている。   

また、性別・地域別による差はあまりみられない。  

＞17年度調査と比較すると、認知率は30．8％→25．3％へ、約6ポイント低下した。  

＞職業別では、各層とも前回を下回っているが、中でも会社員、公務員、自営業で10ポイント近く   
低下した。また、性別で男性、地域別で東北、東海北陸、中国・四国、九州・沖縄等でやや低下。  
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4．感染症・血液製剤について  【経横着削  

（2）血液製剤の海外血液依存の認知（Q9）  

Q9．血液製剤（＊）は未だ海外の血液に依存していることを知っていますか。  

＊重症熱傷に用いるアルブミン製剤では、国内自給率は未だ60％台である。  
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5．献血ルームのイメージ  【経厳暑削  

（1）ルームの雰囲気について（QlO－1）  

●『献血ルーム』に対するイメージについて、4つの項目で質問した。  

●まず《ルームの雰囲気》という点では、「明るい」が34．7％を占め、「暗い」の7．7％を大きく上回っ   
ており好評。ただし、全体的には「ふつう」の評価が過半数を占める。  

●職業別でみると、「明るい」と評価するのは公務員で最も高く、逆に高校生で他層よりも低い。  

●性別では、「明るい」と評価する割合は女性が男性を10ポイント上回っている。  

●地域別では、北海道で「明るい」とする割合が最も高い。  

＞17年度調査と比較すると、前回「わからない」の回答肢がないため、一概には比較できないが、   
全体では「明るい」と評価する割合は42．1％→34．7％と、7ポイント減となっている。  

＞職業別にみると、各層とも「明るい」イメージが低下しているが、特に大学生・専門学校生の低下   
が顕著である。高校生も10ポイント低下した。  

＞性別・地域別では、いずれの層も「明るい」がやや低下しており、あまり違いはみられない。  
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5．献血ルームのイメージ  【経験者綜】  

（1）ルームの雰囲気について（QlO－1）  

QlO．献血ルームのイメージを教えてください。 （1）ルームの雰囲気  

【基数：対魚者全且】  

全  体   

高校生  

大学生一専門学校  

会社員  

職  

業  
別  

自営業  

専業主婦  

その他   

男性  

性  
別  

女性   

北海道  

東北  

関東甲信越  

地  

域  

九州・沖縄   

別  
注：17年は「わからない」の回答肢なし。  
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5．献血ルームのイメージ  【経験者削  

（2）ルームの広さについて（Q・10－2）  

●《ルームの広さ》という点では、「広い」の20．4％に対して、「狭い」が24．5％と、狭いイメージの方   
が若干上回っている。ただし、全体的には「ふつう」と評価する人がほぼ半数を占めている。  

●職業別でみると、「広い」と評価するのは公務員で最も高い。一方、自営業で「狭い」とする割合   
が他層より高く、「広い」を10ポイント上回っているのが目立つ。  

●性別では、男性で「狭い」のスコアが「広い」を10ポイント上回り、女性に比べその差が大きい。  

●地域別では、中国・四国で「ふつう」が目立ち、他地域よりも「広い」とする割合がやや低い。  

＞17年度調査と比較すると、前回「わからない」の回答肢がないため、一概には比較できないが、   
全体では「広い」「狭い」とも概ね変動はなく、同様の傾向を示している。  

＞職業別にみると、公務員、自営業で「狭い」イメージがやや増えている。それ以外は、「ふつう」が   
総じてやや低下している。（このスコア低下は、今回の「わからない」にシフトした模様）  

＞地域別では、中国・四国で「広い」がやや低下している。  
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（2）ルームの広さについて（QlO－2）  

QlO．献血ルームのイメージを敢えてください。 （2）ルームの広さについて  

【基数：対象者全且】 （N）  

全  体   

高校生  

大学生・専門学校  

会社員  

職  
菓  
別  

自営業  

専業主婦  

その他   

男性  

性  
別  

女性   

北海道  

東北  

関東甲信越  

地  

域  

九州・沖縄   

別  
注17年は「わからない」の回答肢なし。  
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5．献血ルームのイメージ  【経験者削  

（3）職員の対応について（QlO－3）  

●《職員の対応》については、「良い」がほぼ半数の47．2％を占めている。また「ふつう」も44．0％と   
なっており、職員に対する評価は概ね良好。「悪い」とする人はほとんどみられない（3．3％）。  

●職業別でみると、各層とも評価は良好だが、特に高校生で「良い」と評価する割合が最も高い。  

●性別・地域別による違いはあまりみられない。  

＞17年度調査と比較すると、前回「わからない」の回答肢がないため、一概には比較できないが、   
全体では「良い」が37．8％→47．2％と9ポイント増。その分「ふつう」が57．5％→44．0％へと減少   

している。  

＞属性別にみても、職業別・性別・地域別のいずれの層も、「良い」が増加、「ふつう」が減少という   
傾向は変わらない。その中で、職業別では自営業、地域別では中国■四国において、「良い」が   
大きく上昇したのが目立つ。  
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5．献血ルームのイメージ  【経臓者編】  

（3）職員の対応について（QlO－3）  

QlO．献血ルームのイメージを教えてください。 （3）職員の対応について  

全  休   

高校生  

大学生・専門学  

会社員  

職  
業  

別  

自営業  

専業主婦  

その他   

男性  

性  
別  

女性   

北海道  

東北  

関東甲信越  

中国・四国  

九州・沖縄   地 域 別           東海北陸   近畿  
注・17年は「わからない」の回答肢なし。  
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5J献血ルームのイメージ  【経厳暑削  

（4）記念品や軽い飲食物について（QlO－4）  

●《記念品や軽い飲食物》に対するイメージでは、「良い」が40．9％に対し、「悪い」は9．9％となって   
おり、好意的な評価が大きく上回る。なお、「ふつう」という意見が最も多く44．4％。  

●職業別でみると、他層に比べ自営業で「良い」がやや低く、その分「ふつう」評価が多くみられる。  

●性別では、女性の「良い」評価が男性を約7ポイント上回っている。  

●地域別では、北海道で「良い」と評価する割合が他地域に比べて目立つ。  

＞17年度調査と比較すると、前回「わからない」の回答肢がないため、一概には比較できないが、   
全体では「良い」が36．7％→40．9％と若干上昇（4ポイント増）。一方、「ふつう」が7ポイント減。  

＞職業別にみると、「良い」は専業主婦でやや上昇、逆に高校生でやや下がった。一方、自営業で   
は「悪い」のスコアがやや高まっている。  

＞地域別では、北海道、中国・四国で「良い」とする割合が10ポイント近くも上昇している。北海道   
はその分「ふつう」が大きく低下している。  

＆5   



5．献血ルームのイメージ  【撞験者縮】  

（4）記念品や軽い飲食物について（QlO－4）  

010．献血ルームのイメージを敢えてください。  （4）記念品や軽い飲食物について  

【基数：対象者全且】  

全  体   

高校生  

大学生一幸門苧  

会社員  

職  
菓  

別  

自営業  

専業主婦  

その他   

男性  

性  
別  

女性   

北海道  

東北  

関東甲信越  

地  

域  
別  

近畿  

中国・四国  

九州・沖縄   

注：17年は「わからない」の回答肢なし。  
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6．初めての献血について  【経躾者削  

（1）初めて献血した年齢（Q12）  

●初めて献血した年齢は、「18～19歳」（33．4％）と「20～24歳」（32．3％）が、ともに1／3程度を   
占めており括抗。これに「16～17歳」が28．6％で続き、10代での初献血経験者が全体の6割強   

を占めている。  

●職業別でみると、当然のことながら高校生は「16～17歳」が9割近くを占め主流。大学生・専門   
学校生は「18～19歳」が4割と最も多い。一方、会社員、公務員は「16～17歳」が他層よりも   

低く、「20～24歳」が最も多くなる。  

●女性の初献血年齢が男性に比べて総じて若く、特に「16～17歳」で7ポイント上回っている。  

●地域別では、東北で「16～17歳」の割合が他地域に比べてやや高い。  

＞17年度調査と比較すると、「16～17歳」が34．6％→28．6％と、6ポイント減となっている。   
一方、「18～19歳」「20～24歳」が若干増加傾向。  

＞職業別では、「16～17歳」が減少したのは大学生・専門学校生、会社員、公務員、専業主婦。   
そのうち、大学生・専門学校生、自営業、専業主婦は共通して「20～24歳」がやや高まる。専業   
主婦は「18～19歳」もやや上昇しており、“18～24歳”が前回より10ポイント増えている。  
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（1）初めて献血した年齢（Q12）  

Q12．初めて献血をしたのはいつですか。  

【基数：対象者全且】  

域  
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6．初めての献血について  【経読者削  

（2）初めて献血した場所（Q13）  

●初めて献血した場所は、「献血ルーム」が32．8％とほぼ1／3を占めており最も多い。   

以下、「大学キャンパス又は専門学校・各種学校」（21．2％）、「献血バス」（21．0％）が同程度、  

「高校」（18．0％）の順で続く。  

●職業別でみると、高校生は「高校（での集団献血）」が最も多い。それ以外は「献血ルーム」中心   

となっているが、特に専業主婦でやや高い。また、自営業、専業主婦は他層に比べて「献血バ   

ス」も比較的多い。一方、大学生・専門学校生は「大学キャンパス又は専門学校・各種学校」と  

「献血ルーム」がほぼ同程度となっている。  

●性別では、女性の「献血ルーム」利用率が男性を大きく上回っているのが目立つ。  

●地域別では、近畿で「献血パス」が他地域に比べてやや高くなっている。  

＞17年度調査と比較すると、「献血バス」の割合が大きく減少しているが、前回、「大学キャンパス   
又は専門学校・各種学校」の回答肢がなかったため、一概には比較できない。  

＞職業別では、各層とも「献血バス」が減少したのは共通。また、高校生は「高校」を挙げる割合が   
高まっている。一方、専業主婦は「高校」が減少し、「血液ルーム」が増加。女性も同様の傾向。  
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6．初めての献血について  【経横着儒】  

（2）初めて献血した場所（Q13）  

Q13．初めて献血した場所はとこですか。  

【基数：対象者会見】  

全  体   

高校生  

大学生・専門学校∃  

会社員  

職  

業  
別  

自営業  

専業主婦  

その他   

男性  

性  
別  

女性   

北海道  

東北  

関東甲信越  

地  

域  
別  

近畿  

中国・四国  

九州・沖縄  

注・17年は「大学キャンパス又は専門学校・各種学校」の回答肢なし。  
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6．初めての献血について  【経験者削  

（3）初めての献血の種頬（Q14）  

●初めての献血種類は「200ml献血」が51．6％と過半数を占めている。「400ml献血」は28．9％と   
なっている。なお、「成分献血」は5．7％。  

●職業別でみると、高校生の7割が「200m摘失血」。専業主婦も「200ml献血」が3人に2人の割   
合を占めており中心。一方、「400ml献血」は公務員で他層よりも高いのが目立つ。  

●性別では、男性は「200ml献血」と「400ml献血」が同程度、女性は「200ml献血」が圧倒的。  

●地域別では、他地域に比べて九州・沖縄で「400ml献血」がやや高めである。  

＞17年度調査と比較すると、「200ml献血」が62．3％→51．6％で11ポイント減、「400血献血」が  
18．9％→28．9％へ10ポイント増加。両者の差がやや縮まってきている。  

＞職業別にみると、高校生を除く各層で「200ml献血」が減り、「400」m摘失血」が増加した。   
高校生はほぼ前回並みで変化はみられない。  

＞性別では、男女とも共通して「200ml献血」が減り、「400」mト献血」が増加。また、各地域別でも   
この傾向は変わらない。  
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6．初めての献血について  【経験者繍】  

（3）初めての献血の種類（Q14）  

014．初めての献血の種類は何ですか。  

【基数：対長者全長】  

全  体   

高校生  

大学生・専門学童  

会社員  

職  
業  

別  

自営業  

専業主婦  

その他   

男性  

性  
別  

女性   

北海道  

東北  

関東甲信越  

中国・四国  

九州・沖縄   地 域 別           東海北陸   近畿  
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6．初めての献血について  【経験者削  

（4）初めての献血で400血献血することへの不安意識（Q15） ＜新規質問＞  

●初めての献血で『400ml献血』をすることに対してどう思うか聞いたところ、6割弱（57．2％）の人   
は「特に不安は感じない」としている。一方、「不安」と回答した人が26．4％と、4人に1人の割合   

でみられた。  

●職業別でみると、「特に不安は感じない」は公務員で特に目立つ。一方、専業主婦の4割近くが  
「不安」としており、「特に不安に感じない」と括抗している。なお、高校生でも過半数は「特に不安   
は感じない」としているが、他層に比べて「わからない」が多い。  

●性別では、女性の方が「不安」意識が男性を大きく上回っている。  

●地域別では、中国・四国、九州・沖縄で「特に不安は感じない」がやや高いが、総じてそれほどの   
違いはみられない。  
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6．初めての献血について  【経献者篤】  

（4）初めての献血で400ml献血することへの不安意識（Q15）  

Q15．初めての献血で400ml献血をすることをとう思いますか。  

【基数：対象者全員】  

全  体   

高校生  

大学生・専門  

会社員  

職  
業  

別  

自営業  

専業主婦  

その他   

男性  

性  
別  

女性   

北海道  

東北  

関東甲信越  

地  
域  
別  

近畿  

九州・沖縄  

中国・四国  

（5000）  

し18り   

学校生  （1453）  

（2152）  

（207）  

（106）  

（448）  

（453）  

（2556）  

（2444）  

（210）  

（355）  

（1825）  

（780）  

（816）  

（583）   

（431）  
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7．献血回数について  【経験者削  

（1）過去1年間の200ml献血回数くQ16－1）  

●過去1年間で『200m】献血』をした経験のある人は46．1％とほぼ半数。  

●献血した回数では「1回」が27．4％と中心で、「2回」が10，8％で続く。なお、“2回以上”の複数回   
献血者は全体の2割弱（18．8％）となっている。  

●職業別でみると、献血経験率は高校生が8割以上で圧倒的に高い。そのうちの大半が「1回」で   
ある。大学生■専門学校生がこれに続き、献血経験率は半数。やはり「1回」が中心。   
一方、公務員の献血経験者は1／3程度にとどまり、地層に比べて低い。  

●性別では、男性に比べて女性の献血経験率が上回る。（男性：40．3％＜女性：52．2％）  

●地域別では、他地域に比べて九州・沖縄での献血経験率が低いのが目立つ。  

＞17年度調査と比較すると、全体では献血経験率が40．5％→46．1％へ、約6ポイント上昇した。  
「1回」の献血者が前回に比べて増えている。  

＞職業別にみると、公務員、自営業等を中心に「1回」中心ではあるが、総じて献血経験率がやや   
高まっている。しかし、高校生では唯一前回に比べて約9ポイント減となっている。  

＞性別・地域別では、各層とも「1回」を中心に、総じて献血経験率がやや高まっている。  
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7．献血回数について  【縫厳暑削  

（1）過去1年間の200ml献血回数（Q16－1）  

016．過去1年間に何回献血しましたか。（1）200ml献血  

【基数：対象者会見】  

全  体   

高校生  

大学生・専門学校生  

会社員  

職  
業  
別  

自営業  

専業主婦  

その他   

男性  

性  
別  

女性   

北海道  

東北  

関東甲信越  

地  

域  

別  

近畿  

中国・四国  

九州・沖縄   

17．2   



7．献血回数について  【経験者削  

（2）過去1年間の400ml献血回数（Q16－2）  

●過去1年間における『400ml献血』では、全体の37．7％が経験している。  

●献血した回数は、『200ml』と同様、やはり「1回」が22．1％で中心。“2回以上”の複数回献血者   
は15．7％となっており、『200ml』（18．8％）と比べて若干低い。．  

●職業別でみると、『200ml献血』が圧倒的に多い高校生と、専業主婦の献血経験率は10％台と   
他層に比べて低い。一方、大学生・専門学校生と公務員の献血経験率が4割以上とやや高く、   

特に公務員では“2回以上”のリピート経験者が他層に比べて多い。  

●性別では、『200ml献血』とは逆に、女性に比べて男性の献血経験率が大きく上回っている。   
（男性：47．9％＞女性：27．0％）  

●地域別では、他地域に比べて九州・沖縄の献血経験率が若干高い。  

＞17年度調査と比較すると、全体では献血経験率が26．4％→37．7％へと、11ポイントのアップ。   
そのうち、「3回以上」だけでも前回に比べて4ポイント増えた。  

＞職業別にみると、高校生と専業主婦を除くと、いずれも献血経験率が高まっている。特に、公務   
員、会社員では「3回以上」が増えているのが目立つ。  

＞性男小地域別では、総じて各層とも「1回」を中心に献血経験率がやや上昇している。  
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7．献血回数について  【経横寺縮】  

（2）過去1年間の400ml献血回数（Q16－2）  

Q16．過去1年間に何回献血しましたか。（2）400ml献血  

【基数：対魚者全員】 （N）  

全  体   

高校生  

大学生・専門学校生  

会社員  

職  
業  

別  

自営業  

専業主婦  

その他   

男性  

性  
別  

女性   

北海道  

東北  

関東甲信越  

地  

域  
別  

近畿  

中国・四国  

九州・沖縄   
17．5   



7．献血回数について  【経験者削  

（3）過去1年間の成分献血回数（Q16－3）  

●必要な血液の成分だけを採血する『成分l献血』に関しては、過去1年間の経験者は22．1％。   
8割弱の人が実施していない。献血回数は「1回」（11．0％）と複数回献血（11．1％）が同程度。  

●職業別でみると、高校生の9割以上が実施しておらず、経験率が極端に低い。専業主婦がこれ   
に次いで低い。一方、公務員の献血経験率は3割弱と他層に比べると比較的高い。  

●性別による差はみられない。  

●地域別では、他地域に比べて北海道の献血経験率が特に低くなっている。  

＞17年度調査と比較すると、全体では献血経験率が18．8％→22．1％へと、3ポイント強のアップ。   
回数では「1回」が前回に比べて増えている。  

＞職業別にみると、他層の実施経験率が微増傾向にある中、高校生のみ微減しており前回よりも   
さらに減った。  

＞地域別では、中匡卜四国において献血経験率がやや上昇している。（1回が増えた）  
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7．献血回数について  【経験者削  

（3）過去1年間の成分献血回数（Q16－3）  

Q16．過去1年間に何回献血しましたか。（3）成分献血  

【基数：対象者全且】  

77．9   

93．9  

92・0  

76．5  

77．9   

73．9  

78．3  

80．4  

83．7  

87．5  

79、9  

80．5  

79．1  

87・0  

77．7   

81．7  

77．7   

77．7   

77．7   

80．9  

81．3  

82．3  

全  体   

高校生  

大学生・専門学校  

会社員  

職  
業  
別  

自営業  

専業主婦  

その他   

男性  

性  
別  

女性   

北海道  

東北  

関東甲信越  

地 域 別           東海北陸   近畿   中国▼四国   九州・沖縄   
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（4）今までの合計献血回数（Q17）  

●今までの通算献血回数をみると、「1回」が最も多く33．7％と3人に1人の割合。残りの2／3の人   
が“2回以上”の複数回献血者であり、回数は「3～5回」が26．2％で中心となっている。   

なお、全体では“2回以下”ど3回以上”がほぼ半数ずつに分けられる。  

●職業別でみると、高校生の献血回数が他層に比べて低く、8割以上が“2回以下”、6割強が  
「1回」のみ。一方、会社員、公務員、自営業で“3回以上”の割合が他層に比べて高い。  

●なお、献血に関連した質問別（下図）にみると、まず《初めて献血した場所別》では大学や職場に   
比べて高校で初めて献血した層ほど、献血頻度が高い傾向がみられる。“6回以上”でその差が   

顕著となってくる。つまり、より早く経験すると、その後の献血回数も増えるとも考えられる。  

●また《家族の献血の有無》別では、家族の献血現場を見たことがある層ほど、本人の献血頻度も   
明らかに高まっており、両者の相関が高いことが窺える。  

＞17年度調査と比較すると、全体の献血頻度が下がっており、複数回経験者は71．8％→66．3％   
へと、約6ポイント減少した。  

＞職業別にみると、各層とも複数回経験者の割合が減少している。特に、公務員で“3回以上”の   
割合の落ち込みが顕著。  

＞性別・地域別でも、各層とも総じて献血頻度がやや落ちている。  

＜関連貸間の回答別＞  

【基数：対象者全長】  

全  体  （5000）   

高校   （902）  

大学キャンパス又は  （1062）  

初  

め  

て   
献  

（240）  

血  

し  
た  

（1048）  

場  

所   
（血液センター）  

（164り  

覚えていない   （107）   

家   
族  

（1088）  

の  

献 血  （353り  

の 有 無   

1．3  
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7．献血回数について  【経験者削  

（4）今までの合計献血回数（Q17）  

017．今までの献血回数は合計で何回ですか。  

【基数：対象者全員】  

全  体   

高校生  

大学生・専門学校  

会社員  

職  
業  

別  

自営業  

専業主婦  

その他   

男性  

性  
別  

女性   

北海道  

東北  

関東甲信越  

地  

域  
別  

近畿  

中国一四国  

九州・沖縄   

26．5  
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8．献血するきっかけ  【経験者編】  

（1）初めての献血のきっかけ「1位＜最も大きな要因＞」（Q18）  

●《初めての献血のきっかけ》となったものを大きい順に3つまで選んでもらった。  
1位に挙がった要因では、「自分の血液が役に立ってほしいから」が37．5％で突出傾向。   
以下、「輸血用の血液が不足していると聞いたから」（9．1％）、「家族や友人などに勧められたか   
ら」（7．2％）、「大学キヤン／くスに献血バス・出弓長献血が来たから」（6．6％）などが続く。  

●職業別にみると、各層とも「自分の血液が役に立ってほしいから」が主要なきっかけとなっている   
のは共通だが、特に、高校生、専業主婦でその意識がやや高い。  

●性別・地域別による違いはあまりみられない。  

＞17年度調査と比較すると、回答肢が多少入れ替わったため一概には比較できないが、「自分の   
血液が役に立ってほしいから」が最も大きな要因であることには変わりはない。   
しかも、スコアは33．7％→37．5％へ、4ポイント増となっている。  

＞職業別では、この「自分の血液が役に立ってほしいから」が高校生、自営業、専業主婦などでス   
コアアップしたのが目立つ。その分「なんとなく」とする割合が減ってきた。  

＞地域別では、「自分の血液が役に立ってほしいから」は関東甲信越でやや増えた。逆に北海道で   
減少している。  
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8．献血するきっかけ  【経横寺削  

（1）初めての献血のきっかけ「1位＜最も大きな要因＞」（Q18）  

Q18．初めての献血のきっかけになったのは、次のうちとれですか。  

きつかけの大きい順に3つまでお遊びください。（それぞれひとつずつ）  

ハ
り
0
 
 
0
 
 
0
 
 
0
 
 
0
 
 
（
U
 
 

〓
し
 
5
 
 
4
 
 
3
 
 
2
 
 
1
 
 

自  輸  家  大  自  高  お  将  国  過  献  輸  ネ  な  覚  
分  血  族  学  分  校  菓  来  書  去  血  血  】   ん  え  
の  用  や  キ  の  に  子  自愛  券  に  は  を  ル  と  て  
血  の  友  ヤ  血  献  や  分け  が  家  愛  受  ア  な  い  
液  血  人  ン  液  血  ジ  やる  も  族  に  け  l   な  
が  液  な  パ  の  ／く  二1  家こ  ら  や  根  る  ト  い  
役  が  ど  ス  検  ス  l  族と  え  友  ざ  と  や  

【基数：対魚審全員】   

注．17年は「献血は愛に根ざしたものだから」「家族や友人などに勧められた」「高校に献血／iス・出張献血が来たから」  

「大学キャンパスに献血バス・出張献血が来たから」の回答肢なし＝逆に「高校での集団献血、若しくは友人に誘われたから」を今回削除。  
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8．献血するきっかけ  【経験者削  

（2）初めての献血のきっかけ「1位～3位累計」（Q18）  

●《初めての献血のきっかけ》となったものを1位～3位累計でみると、トップはやはり「自分の血液   
が役に立ってほしいから」が圧倒的に高く、61．0％となっている。   

以下、「輸血用の血液が不足していると聞いたから」（39．1％）、「お菓子やジュースがもらえる」  

（31・2％）、「自分の血液の検査結果が自分の健康管理のためになるから」（29．5％）の順で続く。   

3位以下は、前述の第1位に挙げられた要因とは多少順位の変動がある。  

●職業別にみると、全体上位の「自分の血液が役に立ってほしいから」「輸血用の血液が不足して   
いると聞いたから」は他層に比べて専業主婦でやや高い。また、高校生は「自分の血液の検査   

結果が自分の健康管理のためになるから」が他層よりやや低いが、その一方で「輸血を受ける   

時に役立てたいから」がやや高い。  

●なお、新規項目の「献血は愛に根ざしたものだから」は高校生、自営業で高めであった。  

＞17年度調査と比較すると、回答肢が多少入れ替わったため一概には比較できないが、「自分の   
血液が役に立ってほしいから」が最大要因であることには変わりはない。   

それ以外では「将来自分や家族等が輸血を受けることがあるかもしれないから協力した」がやや   

増え、「なんとなく」との回答がやや減った。  

＞職業別では、「自分の血液が役に立ってほしいから」は高校生、自営業、専業主婦で高まる。  
「輸血用の血液が不足していると聞いたから」も自営業、専業主婦で増えた。  

＞また、全般的に「将来自分や家族等が輸血を受けることがあるかもしれないから協力した」が増   
加傾向、「なんとなく」がやや減った。  

＞性別では、女性で「輸血用の血液が不足していると聞いたから」がやや高まっている。  
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8．献血するきっかけ  【経験者削  

（2）初めての献血のきっかけ「1位－3位累計」（Q18）  

Q18．初めての献血のきっかけになったのは、次のうちどれですか。  

きつかlナの大きい順に3つまでお遊びください。（それぞれひとつずつ）  

自  輸  お  自  将  家  大  高  献  過  輸  園  ネ  な  覚  
分  血  菓  分  乗  族  学  校  血  去  血  暮  l  ん  え  
の  用  子  の  自受  や  キ  に  は  に  を  券  ル  と  て  
血  の  や  血  分け  友  ヤ  献  愛  家  受  が  ア  な  い  

液  血  ジ  液  やる  人  ン  血  に  族  け  も  l   〈  な  
が  液  巳  の  家こ  な  パ  パ  根  や  る  ら  ‘ト  い  
役  
に   
立  足  が  結分  があ  勧  献  出  た  なが  に  か  ツ  
つ  し  も  果の  輸る  め  血  張  も  ど輸  役  ら  サ  
て  て  ら  が健  血か  ら  ／く  献  の  血  立  lサ  
ほ  い  え  康  をも  れ  ス  ジl  

し  る  る  菅  し  た   が  か  受  た  なビ  
出   どス  

か  た  のが  
ら   た  献  ら  受  

た  め  血  と  け  
か  に  が  が  ら  
ら   な  来  あ  れ  

【基数：対魚寺全且】   る  た  る  る  
か  か  か  か  
ら   ら   ら   ら   

（N）  

全  体       610  391  312      155  15∴竺  1軍旦  7・そ  72  66  54  四  291  攣頗酢    ′‘   
58．3  35．9  33．8  31．7  10．8   ／     8．7  7．1  7，5  1．4  34．5  4．4   

早9・草  

34．5   

58．6  38．5  336  319  鶴、が  15・声 ／  2り  12＝寧  7一・蔓  7・1 12．1  四 7，7  叩 6．4  四 2．0  275  ニご準革ニ′！ 3．2     （652）  58．7  36．0  34．2  31．9  9．0          36．2  
61．3  38．3  29，3  28．7  ざ17t3  14．9  14．0  11．6  7・9  6．8  6，4  6．2  1．6  30．7  ＝L轍0  
57．5  36．B  32．7  31．4  11．9      臥8  7．0  8．1  1．4  34．9  5．1  
61．8  39．1  3q，9  鱒．9  1寧．寧  17．4  12二β  12．6  9．2  9・ざ  5．3  7．2  2．4  3 

63．1  39．4  34．5  3臥4  13．8   ／     ／   6．9  5．9  11．8  3．0  29．6  0．5  

自営業  1ラ毎  （1j3う  85ニ1  4鱒  27・4  軍7・4  16・p  16・9  5・了  15．1  15．1  5．7  1．9  6．6  4．7  25．5  12．3      55．2  34．3  32．9  27．3  11．9   ／     13．3  7．7  9．1  0．7  31．5  4．9  
専業主婦      、69．4  45．8  30．6  28．8  19．6  17．2  12こ5  11．8  8．0  7．6  6．5  4．2  1．3  254  7．4    17年  （1067）  61．3  35．1  34，3  31．1  11．7   ／     7．4  7．1  6．3  0．7  30，9  4．6  
その他  ＝  1 （749）  56．7  37．3  34■p  29．4  12．4  17．0  15．9  14．6  3．3  6．2  5．5  4．9  3．1  30．7  16．8      56．2  33．8  34．3  32．0  7．7   ／      6．5  7．1  7．3  1．1  37．8  3．7   

一議F  
性  17塵   （1705）   

別   
女性   

7．4  5．6  4．9  2、2  24・6  98  

8．8  6．1  6．9  1．4  32．2  3．7   

北海道   
8．6  7．6  苧．2  0．5  3早二8  12．4  

11．5  8．0    2．0  34．0  4．5  

60，8  3寧・早  31・？  29．6  14．6  1叩  9．6  18．9  6．2  9．6  6月  5．9  1．7  32．4  10．7  

8，0  6．3  7．4  0．9  29．1  4．3  

関東甲信越  イ7盲   
60．1  39・1  34・軍  29・1  15．9  144  13．3  12．4  8．5  6．2  5．8    2．2  29．0  13．6  

o）  8．0  7．1  7．8  1，9  35．4  4．0  

60．5  37．2  30．0  27．8  18，1  17－1  14．6  13．5  7．1  寧．5  7．7  6．2  0．9  29：5  1草．9   

域  

地  

．．等朔  
九州・沖縄  17年   （600）  62．4  旦0・0  写臥0  3軍・6  13．9  16．5 ／  22・P  11．8  臥6  4．3  72  5．0  2．4  25．9  11．5      58．7  37．2  34．8  32．3  9．2      8．0  9．0  8．7  1．8  3l．3  4．7   
注・17年は「献血は愛に根ざしたものだから」「家族や友人などに勧められた」「高校に献血バス■出張献血が来たから」  

「大学キャンパスに献血バス・出張献血が来たから」の回答肢なし。逆に「高校での集団献血、若しくは友人に誘われたから」を今回削除。  
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8．献血するきっかけ  【経験者編】  

（3）現在献血するきっかけ「1位＜最も大きな要因＞」（Q19）  

●《現在献血する》第1位のきっかけでも、【初めての献血のきっかけ】と同様、「自分の血液が役に   
立ってほしいから」が45．3％と圧倒的に高く、献身的な気持ちが第一要因となっている。   
以下、「輸血用の血液が不足していると聞いたから」（11．7％）、「自分の血液の検査結果が自分   
の健康管理のためになるから」（10．7％）が1割強で続き、以上がベスト3。  

●職業別にみても大きな違いはみられない。その中で、「自分の血液が役に立ってほしいから」は   
自営業、専業主婦セやや高めとなっている。  

●地域別では、北海道で「自分の血液が役に立ってほしいから」が他地域に比べてやや低い。  

＞17年度調査と比較すると、全体ではあまり変化はなく、「自分の血液が役に立ってほしいから」   
が他を大きくリードしているという傾向は変わらない。  

＞職業別では、「自分の血液が役に立ってほしいから」は【初めての献血のきっかけ】と同様、高校   
生、自営業、専業主婦で高まっているのが目立つ。なお、高校生で「なんとなく」が減った。  

＞地域別では、北海道、東北で「自分の血液が役に立ってほしいから」が減少、特に北海道で顕著。  
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8．献血するきっかけ  【経験者編】  

（3）現在献血するきっかけ「1位＜最も大きな要因＞」（Q19）  

Q19．現在献血するきっかけになっているのは、次のうちどれですか。  

きっかけの大きい順に3つまでお選びください。（それぞれひとつずつ）  

自   輸  自   お  将   過   輪   献  ネ   丁   な  
分   血  分   菓  来   去   血   血   

l   レ   ん  

の   用  の   子  自受  に   を   は  ル   ビ   と  
血   の  血   や  分け  家   受   愛  ア   や   な  
液   血  液   ン  やる  族   け   に   l   D   

が   液  の   ．：1  家こ  や   る   根  ト   ∨  
役   が  検   

l   族と  友   と   ざ  や   D  

に   不  査自  ス  等が  人   き   し   マ   を  
立   足  結分  が  があ  なが  に   た   ツ   観  
つ   口  果の  も  輸る  ど輸  役   も  サ   ス  
て   て  が健  ら  血か   血  立   の   lサ  
ほ   い   康  え   をも   を  て   だ  ジl   と  
し   る   菅  る   し   受  た   か   なビ  が  
い   と   理  か   れ   け  い   ら   どス  で  
か   聞   の  ら   な   た  か  のが  き  
ら   い  た  い  ら  受  

た  め  か  と  け  
か  に  ら  が  ら  ら   
ら  な  協  あ  れ  

る  力  る  る  
【基数：対最者会見】  か  し  か  か  

ら  た  ら  ら   

（N）  

453  117  107   87   53   23   14   08   05  121（  
43．9  12．7  12，9   8．5   2．7   2．4   1．1   1．5   0．6  13．8   

・；●  83   66  110   39   1了   17   1   2・   06  138  

∴ 
445  129  109  103   41   21   19   1．4   06   06  108  
42．0  14．7  12．6  10．1   l．8   2．9   0．9  1．4   0．6  12，9  

439  115  112   78   59   28   15   0．9   08   06  13．1  

44．2  13．1  12．7   了．7   2．8   2．9   1．0   1．5   0．7  13．5  

97  126   63   39   29   14   1．4   10  15．0   

職   
6．4   4．4   0．5   0．5  0．5   9．4  

8．5   3．8   1．9   2月   0・   7．5  自営業    し？；  寧寧▲寧、  8．5  12．3        1．4    2．1  9      イ7年  （’14云）  46．9  7．7  11，9  7．7  0．7  4．2     2．1  15．4  
8．0   7．4   飲7   1．1   0．4   0．2   09   6・  

専業主婦  持古    声4・7  11．6                0．5  ？     両67）  46．6  11．6  12．6  8．9  3．6  2．0  0．9   1．7   11，7  
9．9   4．6   1．8   0．7   0．9   1．3   0・  16．1  その他  1ブ毎  いあ）  41．3  1l，9  10．8  9．3   1．7   1．3   1．2   1．6   0．1  18．0   

男性   
43，5  10．1  11．2   8．5   5．0   2．3   1．6   1．5   0，6   0．7  1声・1  

性  イ  （1705）                            42．3  12．5  12．4   7．6   2．9   2．2   1．5   1．2   0．9  16．6  

別  
－ 9．0   5．6   2．4   1．2   0．7   1．0   0．4   9．1  

1ナ  （3さ占）   8．9   2．6   2．5   0．5  12．3   

・   2．4   0・  11．4  

北海道  1ラ亘  叫   2．5   4．0   0．5  11．5  

42．8  13．8  11旦   7．9   4月   3．9   0、8   0．6   0．6   0・  12．7  

1．1   2．6   1．7   1．1   0．6  11．7  

44．8  10．5  10．2  10．了   5．3   2．0   1．0   1．5   1．0   0．5  12．4  

東北  1テ壷  〔云5d）  
8．5   9．2   5．0   2．7   1．3   0．6   0．6   0．8  1亭・3  

地 域 別  6．4   3．1   2．1   1．3   0．8   0．9  12．8  

√’嬉  46．8  12．1  11．4   6．5   5．9   1．7   1．3   1・   1．2   0．4  11．0  

1ラ亘  5．1   2．4   2．5   0．9   0．9   0．4  13．2  

6．3   6．0   1．9   2．3   0．7   0．2   0．9  12－3  

中国・四国  17毎  迅  45．5  12．5  11．4                     （45d）  43．6  14．7  102   8．9   2．4   2．4   1．3   0．7   0．4  15．3  

47．0  12．2  129   5．了   5．1   2．9   1．9   0，5   0．5   0．3  11．0  

九州・沖縄  48．3  11、7  13．1   9．5   3．3   1．7   0．8    ／  1．2   0．5  10．7   

注：17年は「献血は愛に根ざしたものだから」の回答肢なし。  
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8．献血するきっかけ  【経験者削  

（4）現在献血するきっかけ「1位－3使果計」（Q19）  

●《現在献血する》きっかけを1位～3位の累計でみると、「自分の血液が役に立ってほしいから」が   
が70．4％とやはり圧倒的なトップ。【初めての献血のきっかけ】と同様、最大要因となっている。  

●以下、「輸血用の血液が不足していると聞いたから」（53．2％）、「自分の血液の検査結果が自分   

の健康管理のためになるから」（40．3％）、「お菓子やジュースがもらえるから」（36．8％）、「将来   

自分や家族等が輸血を受けることがあるかもしれないから協力した」（27．3）の順で続く。  

●職業別にみると、「自分の血液が役に立ってほしいから」は自営業、専業主婦でやや高い。   
一方、高校生は「お菓子やジュースがもらえるから」が他層に比べやや高く、また新規の「献血は   

愛に根ざしたものだから」は高校生、自営業で高めだった。  

●性別・地域別による違いはあまりみられない。  

＞17年度調査と比較すると、全体では「輸血用の血液が不足していると聞いたから」「将来自分や   
家族等が輸血を受けることがあるかもしれないから協力した」がやや増えた。  

＞属性別にみても、職業鋸性朴地域別を通して、総じて各層とも「輸血用の血液が不足している   
と聞いたから」「将来自分や家族等が輸血を受けることがあるかもしれないから協力した」がやや   

増加したのは共通。  

＞なお、「自分の血液が役に立ってほしいから」は高校生、自営業で高まっている。   
一方、会社員、公務員では「なんとなく」がやや増えている。  

＞性別では、男性で「お菓子やジュースがもらえるから」がやや増加した。  
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8．献血するきっかけ  【経験者編】  

（4）現在献血するきっかけ「1位～3位累計」（Q19）  

Q19．現在献血するきっかけになっているのは、次のうちとれですか。  

きつかけの大きい順に3つまでお遊びください。（それぞれひとつずつ）  

【基数：対魚寺全且】  

注17年は「献血は愛に根ざしたものだから」の回答肢なし。  
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8．献血するきっかけ  【経躾者削  

（5）高校での集団献血がその後の献血への動機付けとなるか（Q22）  

●《高校での集団献血があれば、その後の献血する動機付けl  
」
 

思
ば
 
 

と
え
 
 

と 質問した結果、  
－
」
 
 

「非常に有効」と評価した人が36．4％を占める。また「どちらか  
ポジティブ評価は実に84．6％にのぼる。  

相  

●職業別にみると、ポジティブ評価（有効計）は専業主婦で9割を超えており最も高い。一方、他層   
に比べて自営業でやや低い。ただし、トップボックス（非常に有効）に限ると両層で4割強と高い。  

●なお、関連質問として《初めて献血した場所別》にみると（下図）、高校や大学などで初めて献血   
したという層ほど、“より有効”とする傾向がみられる。特に、高校で初めて経験した層で顕著で、   

有効計、トップボックス比率ともに高い。  

＞17年度調査と比較すると、全体ではポジティブ評価（有効計）が65．9％→84．6％へ、大幅に上昇   
した（19ポイント増）。高校での献血はその後の献血への動機付けになるとの意識は高くなって   

いる。  

＞属性別にみても、職業別・性別・地域別を通して、各層とも“有効計”の割合が大きく上昇した。   
特に、高校生、大学生一専門学校生、専業主婦で20ポイント以上増加し、高校生の伸びが顕著。  

＞地域別では、中国一四国の上昇度が目立つ。  

＜開運質問の回答別＞  

【基数：対象者全長】  
有効  関係ない   
〈計〉  〈計〉   

84．6  15．4   

88．6  11．4   

85．6  14．4   

84．2  15、8   

84．8  15．2   

82．6  17．4   

71、0  29．0  

全  休  （5000）   

高校   （902）  

大学キャンパス又は  （1062）  

初  
め  

て   
献  

（240）  

血  
し  
た  

（1048）  

場  

所   
（血液センター）  

（1641）  

覚えていない   （107）   
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8．献血するきっかけ  【経験者編】  

（5）高校での集団献血がその後の献血への動機付けとなるか（Q22）  

022．高校での集団献血があれば、その撞験がその後に献血する動機付けになると思いますか。  

有効 関係ない  
〈計〉  〈計〉  

65．934．1  

鞠齢14．9  

56．3   43．7  

63．3   36．7  

65．4   34．6  

67．832．2  

71．8   28．2  

聯18・5  

59．840．2  

⊥ 

60．739．3  

：′∵紘¢三： 13．0  

68．6   31．4  

牒印 16．2  

65．0   35．0  

8 14．4  

72，0   28．0  

8、2二9  17．1  

64．2   35．B  

85．6  14．4  

67．1  32．9  

84．4  15．6    64．8   35．2    87．0  13．0    63．6   36．4    86．6  13．4    69．7   30．3  

【基数：対象者全長】  

全  体  

吊校生   

大学生・専門学校生  

会社員  

職  
業  
別  

▼崇1       自昌業   

17年  （115）  

専業主婦   
17年  （856）  

その他   
17年  （999）  

男性   

性  
17年  （1688）  
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9．家族・友人の献血状況  【経験者削  

（1）家族の献血の有無（Q20）  ＜新規質問＞  

●家族が『献血』している姿を見たことが「ある」という人は21．8％。  

●職業別にみると、専業主婦で「ある」が3割を超えており他層に比べて高い。また、男性に比べて   
女性の方が10ポイント上回る。  

●地域別による差はそれほどみられない。  
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9．家族・友人の献血状況  【経験者儒】  

（1）家族の献血の有無（Q20）  

020．こ家族が献血している婆を見たことがありますか。  

【基数：対象者全且】  

全  体   

高校生  

大学生・専門学  

会社員  

職  
菓  

別  

自営業  

専業主婦  

その他   

男性  
性  
別  

女性   

北海道  

東北  

関東甲信越  

地  
域  
別  

近畿  

九州・沖縄   

中国・四国  

lトl   



9．家族・友人の献血状況  【経験者削  

（2）友人の献血の有無（Q21）  ＜新規買間＞  

●献血経験者の6割（59．7％）が、友達に献血をしている人が「いる」と回答。  

●職業別にみると、「いる」の割合が高いのは大学生・専門学校生と公務員で7割弱にのぼる。   
一方、自営業、専業主婦では半数前後と他層に比べてやや低い。  

●性別では、「いる」の割合は男性に比べて女性が約8ポイント上回っている。  

●地域別では、東北で「いる」が7割と他地域よりも高い。  
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9．家族・友人の献血状況  【経厳暑削  

（2）友人の献血の有無（Q21）  

Q21．あなたのお友達に献血をしている人はいますか。  

【基数：対象者全点】  
（N）  

全  体   

高校生  

大学生・専門学  

会社員  

職  
業  
別  

自営業  

専業主婦  

その他   

男性  
性  
別  

女性   

北海道  

東北  

関東甲信越  

地  
域  
別  

近畿  

中国・四国  

九州・沖縄  

［［Ⅸ   



10．献血に関する資料評価  【経読者削  

（1）献血の必要性への理解の深まり（Q23－1）  

●献血に関する資料（巻末参照）の閲読後に、『献血』に関する意識の変化を質問した。   
まず、《献血の必要性への理解は今までと比べて深まりましたか》との質問では「はい」が32．7％   
で、「どちらかというとはい」（59．4％）まで含めたポジティブ評価（理解が深まった計）は92．1％に   

のぼる。一方、否定的な意見はほとんどみられなかった。  

●職業別にみると、各層ともポジティブ評価が9割前後と非常に高いが、その中でも特に専業主婦   
で高い。トップボックス（はい）も4割弱と他層よりも高い。  

●性別・地域別による違いはあまりみられない。  

＞17年度調査と比較すると、全体ではポジティブ評価（理解が深まった計）が87．9％→92．1％へ、   
さらに4ポイント上昇した。  

＞職業別にみると、大学生・専門学校生、会社員で、ポジティブ評価が前回に比べ5ポイント以上   
上昇している。  

＞性別では男性、地域別では北海道で、やはりポジティブ評価が5ポイント以上高まっている。  
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10．献血に関する資料評価  【経験者削  

（1）献血の必要性への理解の深まり（Q23－1）  

Q23．献血に関する資料を読まれた後で次の質問にお答え下さい。   

1）献血の必要性への理解は今までと比べ深まりましたか。  

はい  いいえ  
〈計〉  く計〉  

92．1   7．9  

87．9  12．1  

91．2    8．8  

86．2  13．8  

8・2  

86．2  13．8  

87．013．0  

87．4  12．6  

89．7  10．3  

【基数：対魚毒全長】  

中国・四国   
17年  （450）  

17年  （600）   

11ホ  



10．献血に関する資料評価  【経験者編】  

（2）献血に協力する意識の高まり（Q23－2）  

●閲読後に、《献血に協力する気持ちは高まりましたか》と聞いたところ、「はい」が31．3％で、「どち   
らかというとはい」（56．6％）まで含めると、ほぼ9割（87．9％）で協力意向の高まりがみられた。  

●職業別・性別による違いはあまりみられないが、その中で専業主婦でポジティブ評価が9割以上   
と特に高い。なお、トップボックス（はい）に限ると、高校生も専業主婦と遜色なく他層より高い。  

●地域別では、中国・四国でトップボックス比率が最も高くなってる。  

＞17年度調査と比較すると、全体のポジティブ評価は85．3％→87．9％と、若干上昇した。  

＞職業別にみると、各層ともポジティブ評価は若干上昇した程度にとどまるものの、トップボックス   
比率が各層とも大きく上昇した。特に、高校生、専業主婦の伸びが目立つ。  

＞地域別では、北海道、中国・四国で前回よりもポジティブ評価がやや上昇。トップボックス比率は   
各地域とも高まっている。  

lI！l   



（2）献血に協力する意織の高まり（Q23－2）  

Q23．献血に関する資料を読まれた後で次の質問にお答え下さい。  

2）資料を読んで献血に協力する気持ちは高まりましたか。  

はい  いいえ  
〈計〉  〈計〉  

87．9  12．1  

85．3  14．7  

85．1  14．9  

80．5  19．5  

88．4   11．6  

83．7  16．3  

87．7   12．3  

84．0  16．0  

84．5  15．5  

88．7  11．3  

81，1  18。9  

81．1  18．9  

93．8    6．3  

89，3  10，7  

86．1  13．9  

84．6  15．4  

85．1  14．9  

80，9  19．1  

90．9    9．1  

87．5  12．5  

90∴ 9．5  

82．5  17．5  

89．3  10．7  

89．1  10．9  

85．9   14．1  

82．4  17．6  

8臥8  112  

86．4  13．6  

88．0  12．0  

86．5  13．5  

91．9    8．1  

85．8  14．2  

88．3  11．7  

89．0  11．0  

【基数：対虫者全長】  

全  体   

高校生  

大学生・専門学校生  

会社員  

ま■；；  

業  

別  

自営業  

専業主婦  

その他   

男性  

性  
別  

女性   

北海道  

東北  

関東甲信越  

地  
域  
別  

近畿  

中国・四国  

九州・沖縄   
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10．献血に関する資料評価  【経験者削  

（3）献血回数の増加意向喚起（Q23－3）  

●同様に、アンケートへの記載や資料を読んで《献血に行く回数を増や  ＼
 
 

し
 
 

聞
 
 

と
 
 

力
 
 

た
 
 

し
 
 

し
 
 

思
 
 

と
 
 

一
つ
 
 

そ
 
 
 たところ、「はい」が28．5％。「どちらかというとはい」（54．4％）を含めると、全体の83．0％が今後   

献血へ行く回数の増加意向を示した。資料閲読後に多くの人が回数の増加を喚起されている。  

●職業別にみると、専業主婦でポジティブ評価が9割と特に高い。またトップボックス（はい）に限る   

と、高校生は専業主婦をも凌いでおり、両層が他層よりも高いのが目立つ。   

一方、公務員、会社員のポジティブ評価がやや低め。  

●性別では、女性のポティブ評価が男性を9ポイント近く上回っている。  

●地域別では、各地域ともポジティブ評価は8割以上で差はみられない。  

＞17年度調査と比較すると、全体のポジティブ評価は82．5％→83．0％と、ほぼ横ばい。   
ただし、トップボックス（はい）に限ると、19．7％→28．5％へ9ポイント上昇している。  

＞職業別にみると、ポジティブ評価は公務員でやや低下。それ以外は大きな動きはみられない。   
なお、全体と同様、各層ともトップボックス比率が前回に比べて上昇。特に、高校生、専業主婦の   

上昇度が顕著。  

＞地域別では、北海道でポジティブ評価が上昇。トップボックス比率は各地域とも高まっている。  
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10．献血に関する資料評価  【経験者削  

（3）献血回数の増加意向喚起（Q23－3）  

023．献血に関する資料を読まれた後で次の買問にお答え下さい。  

3）アンケートヘの記載及び資料を読んで、献血に行く回数を増やそうと思いましたか。  

はい  いいえ   

〈計〉  〈計〉   

83．0  17．0   

82．5  17．5   

80．1  19．9   

81．6  18．4   

83．4  16．6   

80．8  19，2   

82．9  17．1   

81．9  柑．1   

78．7  

84．2     15．8   

77，4  22．6   

79．7  20，3   

90．2  9．8   

86．4  13．6   

79．2  20．8   

80．1  19．9   

78．8  21．2   

78．5  21．5   

87．3  12．7   

84．6  15．4   

鳩  12．9   

79．0  21．D   

83．4  16．6   

84．6  15．4   

80．8  19．2   

79．2  20．8   

83．5  16－5   

84．8  15．2   

83．3  16．7   

83．6  16．4   

86．1  13．9   

842  15．8   

84．6  15．4   

86－5  13．5  

【基数：対象者全点】  

全  体   

高校生  

大学生・専門学校生  

会社貞  

職  
業  
別  

自営業  

専業主婦  

その他   

男性  

性  
別  

女性   

北海道  

東北  

関東甲信越  

地  

域  
別  

近畿  

中国・四国  

九州t沖縄   
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11．献血についての要望・知りたいこと（Qll） 【経横寺削  

●最後に、『献血』についての要望や知りたいことをみると、トップは「献血について正しい知識、必   
要性を知らせてほしい」で40．5％。  

●以下、「職場や学校などで献血の機会を増やしてほしい」（38．5％）、「献血する場所、日時などに   
ついて十分知らせてほしい」（37．5％）、「献血した時の処遇晶（記念品）をもっと良くしてほしい」  
（35．4％）などが僅差で続いており、突出したものはないものの要望は多岐にわたっている。  

●職業別にみると、他層に比べて専業主婦の要望が総じて多岐にわたる。特に、「学校の授業で   
献血の重要性等について取り上げてほしい」が他層に比べて高い。   
一方、高校生、公務員はともに「献血について正しい知識、必要性を知らせてほしい」「学校の授   
業で献血の重要性等について取り上げてほしい」がやや低い。しかし、「献血で昼休み、夜間な   
どの受付時間を延長してほしい」は両者で差があり、公務員で最も高く、高校生で最も低い。   
なお、高校生は「進学や就職時に献血の経験を考慮してほしい」が他層よりも高い。  

●性別では、総じて男性より女性の要望が目立つ。特に「職場や学校などで献血の機会を増やし   
てほしい」「学校の授業で献血の重要性等について取り上げてほしい」でその差が大きい。  

●地域別では、多少のスコア差はあるものの、全体的には大きな違いはみられない。  

＞17年度調査と比較すると、全体的に大きな動きはみられない。その中で「献血した時の処遇品  
（記念品）をもっと良くしてほしい」がややスコアを下げている。  

＞職業別にみると、上位項目の中では「献血について正しい知識、必要性を知らせてほしい」は高   
校生、「職場や学校などで献血の機会を増やしてほしい」は専業主婦、自営業でやや増加。   

また、「献血された血液がどのように使われるのか知りたい」は専業主婦、高校生で、「学校の授   

業で献血の重要性等について取り上げてほしい」は専業主婦と会社員でやや増えている。   

なお、自営業、公務員は「特にない」が前回よりも増えた。  

＞地域別では、上位項目において北海道の上昇度が目立つ。  
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11．献血についての要望・知りたいこと（Qll） 【経横着編】  

011．献血について何か要望又は知りたいことがありますか。（いくつでも）  

㈲
5
0
 
 

献知  職献  献日十  献（  献ど  献夜  学重  進献   そ   特  

血識  場血  血時分  血記  血の  血間を  校要取  学血   の   に  

に、知  やの増  すな知  し念良  さよ  でな延  の性リ  やの考  他   な  

つ必ら  学機や  るどら  た晶〈  れうの  昼ど長  授等上  就経慮  い  

い要せ  校会し  場にせ  時、一し  たにか  休のし  業にげ  職験し  

て性て  なをて  所って  のをて  血便知  み受て  でって  時をて  

正をほ  ど  ほ  、いほ  処もほ  液わリ  、付ほ  献いほ  に ほ  

【基数：対象者全且】  し  し  で  し  て し  過つし  がれた  時し  血てし   し   
い  い   い   い  晶とい  るい  問い  の  い   い   

12－l   





付）調査票／呈示資料   



＜スクリーニング項目＞   

SCl現在お住まいの地域は、以下のうちどちらになりますか。  
1．北海道  2．東北  3．関東甲信越  
6．中国・四国  7．九州・沖縄  

4．東海北陸  5．近畿  

SC2 現在おいくつですか。  

l．1封計以卜 ⇒ 対象外  

2．16～17歳  
3．18～19歳  
4．20～24歳  
5．25～29歳  
什：州歳⊥＝ ⇒ k、†象叫   

SC3 あなたの性別を教えてください。  

1．男性  2．女性   

SC4 現在のご職業を教えてください。  

1．高校生  2．大学生・専門学校生  3．会社員  4．公務員  5．自営業  
6．専業主婦  7．その他（  ）   

SC5 あなたは学業及び職業で、医療関係に携わっていますか。  
1．はい  2．いいえ   

SC6 あなたは、今までに「献血」をされたことがありますか。  
1 ある ⇒ 献帖纏輝苫相調査莞  

2 ない ⇒ 紬flり詔灘津≠調査碧   



献血未経験者用   

若年層献血意識調査  

間1 献血について知っていますか。  
1．よく知っている  2．ある程度知っている  3．まったく知らない  

間2 献血の種類（※）を知っていますか。  
1．知っている  2知らない   

※ …献血の種類には、すべての血液の成分を採血する全血献血（200mLまたは400mL）と、  
必要な血液の成分だけを採血する成分献血（血祭成分献血または血小板戒分献血）があり  

ます。  

問3 献血がどこでできるか知っていますか。（※）  
1．知っている  2．ある程度知っている  3．知らない   

※ …献血は、①献血ルーム ②献血バス  ③血手夜センター ④会社や団体での出張献血  

ですることができます。  

間4 献血について関心がありますか。  
1．非常に関心がある 2．関心がある 3．特に関心がない 4．全く関心がない  

間5 献血は患者さんに対する輸血だけでなく、献血を原料とした血液製剤として、さまざまな  
病気の治療に役立っていることを知っていますか。  

1．知っている  2．知らない  

問6 献血へ協力してくださる若い方の数が、近年大幅に減っています（※）。知っていましたか。  
1．知っている  2．知らない  

※ ‥．最近5年間で20代の献血者数は161万8千人から113万5千人（30％減）に、10代の献血  
者数は56万4千人から32万4千人（43％減）に減少しています。  

間7 献血に関しノて、どのような広報媒体を見たこと（聞いたこと）がありますか（複数回答可）   
1．テレビ  2．FM放送  3．その他のラジオ放送  4．新聞  
5．街頭での呼びかけ  6．献血ルーム前の看板・表示  7．チラシの配布  

8．ポスターーの掲示  9．献血関係のイベント  10．自治体の広報誌 11．雑誌等   
12．インターーネット 1：う．献血バス  

14．その他（  

15．何かで見た（問いた）が、何の媒体か覚えていない  

16．見たこと（聞いたこと）がない  

問8 献血のキャンペーンを行う際の効果的な媒体は何だと思い圭すか（複数回答可）。   

1．テレビ  2．FM放送  3．その他のラジオ放送  4．新聞  5．維誌  
6．自治体の広報誌   7．インターネット  8．携帯電話  9．ポスター   

10．その他（  ）  

間9 厚生労働首では献血推進のためのキャラクターとして「けんけつちゃん」を作成していますが、  

知ってい吏すか 
1．知っている  2，知らない   

問10 献血に関するキャンペーンを知ってい圭すか 
（毎年7月：愛の血液助け合い運動  毎年1～2月：「はたちの献血」キヤンペーーン）  

1．知っている  2．知らない   



問11平成2年から、全国の高校3年生を対象に、献血に関する普及啓発資材「HOP STEPJUMP」  
を配布していますが、学校で配られた記憶はありますか。   

1．保健体育の授業で使用した  2．他の授業で使用した  3．配布されただけ  
4．知らない  

※ 参考（平成19年版 高校生副読本「HOP STEPJUⅦ〕」→  

b堕阻と迦嬰里皿hl血臣／旦印－直短／kpb岸里坦∠i幽リg旦／呈阜△適阜￥二吐血をご覧下さい）  

問12 献血でエイズ、肝炎その他の感染症に感染することはありませんが、そのことを知って  
いますか。  

1．知っている  2．知らない   

間13 血液製剤（※）は未だ海外の血液に依存していることを知っていますか。  
1．知っている  2．知らない  

※‥．重症熱傷に用いるアルブミン製剤では、国内自給率は未だ60％台である。   

問14 献血ルームのイメージを教えてください。  

1．明るい  2．ふつう  3．暗い 4．わからない   

問15 献血したことがないのはどのような理由からですか。  

理由の大きい順に3つまで、その番号をお選びください。  

1．献血を申し込んだが、基準に適合せずに断られた  
2．献血している所に入りづらかったから  

3．呼び込みが強引で嫌だったから  

4．献血場所が遠いので面倒だから  

5．近くに献血する場所や機会がなかったから  
6．どこで献血ができるか分からない  
7．時間がかかりそうだから  

8．忙しくて献血する時間がなかったから  
9．自分が献血しなくても誰かがやると思ったから   

10．自分の血液が役に立たないと思ったから   

11．血液が無駄にされていると聞いたから   

12．針を刺すのが痛くて嫌だから   

13．なんLとなく不安だから   

14．健康上出来ないと思ったから   

15．病気がうつると思ったから   

16．献血すると言ったら、友人や家族からとめられた   

17．血を採られるという感じが嫌だ   

18．恐怖心   

19．職員の態度が悪いので献血したくない  
20．献血する意志がない  

21．海外渡航歴等による献血制限で献血したくてもできない  
22．薬を服用しているので献血ができない  

23．その他  
24．わからない   

1番目□2番目［＝］3番目［ニコ  

23．その他を選んだ場合の具体的な理由   



問16 あなたが献血するきっかけとなり得る項目を選択してください。  
きっかけの大きい順に3つまで、その番号をお選びください。  

なお、13、14番を選択した方は、具体例を教えてください。  

1．家族や友人などから勧められた  

2．献血しているところが入りやすい雰囲気になった  
3．近くに献血する場所ができた（献血ルーム）  

4．近くに献血する場所ができた（献血バスまたは出張献血）  
5．キャンペーンやイベント等により献血が身近に感じられるようになった  
6．好きなタレントがキャンペーンに起用されていた  
7．献血の重要性が明確になった  

8．血液が無駄になってないことが分かった  

9．針が細くなった   

10．針を刺すときに痛みを和らげる処置が実施された（麻酔など）   

11．献血で病気がうつることはないと知った   

12．献血ルームの受付時間が長くなった   

13．献血したときの処遇品（記念品）が良くなった   

14．献血ルームのサービスが良くなった   

15．献血が自分の健康管理の役に立つようになった   

16．職員の態度が良くなった   

17．海外渡航歴等の献血制限が解除された   

18．献血が健康にほとんど害がないということが分かった   

19．献血できる場所が分かった  

20．献血は絶対しない  

1番目⊂ニコ 2番目［＝コ 3番目［＝］  

13．献血したときの処遇晶（記念品）が良くなったを選んだ場合の具体例  

14．献血ルームのサービスが良くなったを選んだ場合の具体例  

20．献血は絶対しないを選んだ場合の理由  

問17 ご家族が献血している姿を見たことがありますか 
1．ある  2．ない  3．おぼえていない   

問18 あなたのお友達に献血をLている八はいますか 
1．いる  2．いない  3．わからない   

問19 献血に関する資料を読去れた後で次の質問にお答え下さい  
下√乃資料を二、覧てださい   



間19－1献血の必要性への理解は良くなりましたか。  
1．はい  2．どちらかというとはい  3．どちらかというといいえ  4．いいえ   

間19－2 今は献血に協力する気持ちはありますか。  

1，ある  2．どちらかというとある  3．どちらかというとない  4．ない   

問19－3 今後、実際に献血に行きますか。  

1．はい  2．どちらかというとはい  3．どちらかというといいえ  4．いいえ  

問20 若い方の献血に協力する気持ちを高めるためには、どのようなことをすればよいと思いますか。  
広報の方法やキャンペーン、イベント、献血場所などについて具体的なアイデアやイメージ  
などがあれば自由に記入してください。  

以上で献血に関するアンケートは終了です。御協力ありがとうございました。  

わが国は、輸血などの血液製剤を献血により安全に安定して国内自給することを目指している  

世界でも数少ない国です。  

今後とも、献血への御理解と御協力をお願いいたします。   

なお、最後に、献血推進キャラクター「けんけつちゃん」をどうぞよろしくお願いします。  

プロフィールはこちら → http：／／些些些二叩h虹g9」p！nev！－i墟近k9b吐坦／阜担地球enkets帽9［ijLhtd   



献血経験者用  

若年層献血意識調査   

間1 献血は、患者さんに対する輸血だけでなく、献血を原料とした血液製剤として、さまざまな  
病気の治療に役立っていることを知っていますか。  

1．知っている  2．知らない  

問2 献血へ協力してくださる若い方の数が、近年大幅に減っています（※）。知っていましたか。   
1．知っている  2．知らない  

涼… …最近5年間で20代の献血者数は161万8千人から113万5千人（30％減）に、10代の献血者数は  
56万4千人から32万4千人（43％減）も減少しています。  

問3 献血に関して、どのような広報媒体を見たこと（聞いたことが）ありますか（複数回答可）   
1．テレビ  2．FM放送  3．その他のラジオ放送  4．新聞  
5．街頭での呼びかけ  6．献血ルーム前の看板・表示  7．チラシの配布  

8．ボスタ・一の掲示  9．献血関係のイベント  10．自治体の広報誌 11．雑誌等   
12．インタ・一ネット 13．献血バス  

14．その他（  

15．何かで見た（聞いた）が、何の媒体か覚えていない  
16．見たこと（聞いたこと）がない  

問4 献血のキャンペーンを行う際の効果的な媒体は何だと思いますか（複数回答可）。   
1．テレビ  2．FM放送  3．その他のラジオ放送  4．新聞  5．維誌  
6，自治体の広報誌  7．インターネット  8．携帯電話  9．ポスター   

10．その他（  ）   

間5 厚生労働省では献血推進のためのキャラクターとして「けんけつちゃん」を作成しています  
が、知っていますか。  

1，知っている  2．知らない   

問6 献血に関するキャンペーンを知ってい圭すか。   
（毎年7月：愛の血液助け合い運動  毎年1～2月：「はたちの献血」キャンペーン）  
1．知っている  2．知らない   

問7 平成2年から、全国の高校3年生を対象iこ、献血に関する普及啓発資材「HOP STEP tJVMP」を  
配布していますが、学校で配られた記憶はありますか。   

1．保健体育の授業で使用した  2．他の授業で使用した  こ〕．配布されただけ  

4．知らない  

高校生副読本「HOP STEPJUMP」  

▲、。∠ をご覧下さい）   

肝炎その他の感染症に感染することはあり真せんが、そのことを知っていま  

2．知らない   

は未だ海外の血液に依存していることを知っていますか 

2．知らない  
る  

※参考（平成19年版  

間8 献血でエイズ、  
すか  

1．知っている   

問9 血液製剤（点ノ  

1．知っている  

※．‥重症熱傷に開い  



間10 献血ルームのイメージを教えてください。   

－1ルームの雰囲気  1．明るい 2．ふつう   

－2 ルームの広さについて  1．広い  2．ふつう   
－3 職員の対応について  1．良い  2．ふつう   
w4 記念品や軽い飲食物について1．良い  2．ふつう  
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問11献血について何か要望又は知りたいことがありますか。   
1．献血する場所、目時などについて十分知らせてほしい  
2．献血について正しい知識、必要性を知らせてほしい  
3．献血で昼休み、夜間などの受付時間を延長してほしい  
4，職場や学校などで献血の機会を増やしてほしい  
5．献血された血液がどのように使われるのか知りたい  

（複数回答可）  

6．献血したときの処遇晶（記念品）をもっと良くしてほしい  
7．進学や就職時に献血の経験を考慮してほしい  
8．学校の授業で献血の重要性等について取り上げてほしい  
9．その他（  
10．特にない  

問12 初めて献血をしたのはいつですか。  
1．16～17歳 2．18～19歳 3．20～24歳 4．25歳～29歳  

間13 初めて献血した場所はどこですか。   

1．高校  2．大学キャンパス又は専門学校・各種学校  
3．職場  4．献血バス（1～3以外）  
5．献血ルーム（血液センター）   6．覚えていない  

問14 初めての献血の種類は何ですか。   

1．200mL献血  2．400mL献血  3．成分献血  4．覚えていない  

問15 初めての献血で400mL献血をすることをどう思いますか。   
1．特に不安は感じない  2．不安  3．わからない  

2．不安を選んだ場合の理由  

間16 過去1年間に何回献血しましたか。  

（1）200mL献血  
1．0回 2．1回 3．2回 4．3回 5．4回 6．5回 7．6回以上  

（2）400mL献血  
1．0回 2．1回 3．2回 4．3回以上  

（3）成分献血  
1．0回 2．1回 3．2回 4，3回 5．4回 6．5回 7．6回 8．7回以上  

問17 今までの献血回数は合計で何回ですか。  

1．1回  2．2回  3．3～5回  4，6～10回  5．11～20回  

6，21～30回  7．それ以上   



問18 初めての献血のきっかけになったのは、次のうちどれですか。   
きっ7川ナの大きい順に3つまで、その番号をお選びください。   

1．自分の血液が役に立ってほしいから  
2．輸血は愛に根ざしたものだから  
3．輸血用の血液が不足していると聞いたから  

4．自分の血液の検査結果が自分の健康管理のためになるから  
5．将来自分や家族などが輸血を受けることがあるかもしれないから協力した  
6．過去に家族や友人などが輸血を受けたことがあるから  
7．お菓子やジュースがもらえるから  
8．ネールアートやマッサージなどのサービスが受けられるから  
9．図書券がもらえたから  

10．なんとなく  

11．輸血を受けるときに役立てたいから  

12．家族や友人などに勧められたから  
13．高校に献血バス・出張献血が来たから  

14．大学キャンパスに献血バス・出張献血が来たから  
15．覚えていない  

1番目［コ 2番目⊂：コ 3番目［ニコ  

間19 現在献血するきっかけになっているのは、次のうちどれですか。  
きっかけの大きい順に3つまで、その番号をお選びください。  

1．自分の血液が役に立ってほしいから  
2．献血は愛に根ざしたものだから  
3．輸血用の血液が不足していると聞いたから  
4．自分の血液の検査結果が自分の健康管理のためになるから  
5．将来自分や家族などが輸血を受けることがあるかもしれないから協力したい  
6．過去に家族や友人などが輸血を受けたことがあるから  
7．お菓子やジュースがもらえるから  
8．輸血を受けるときに役立てたいから  
9．テレビやDVDを観ることができるから   

10．ネールアートやマッサージなどのサービスが受けられるから  
11．なんとなく   

1番目［＝コ 2番目［：＝コ 3番目［ニコ  

間20 ご家族が献血している姿を見たことがありますか。  
1．ある  2．ない ：う．おぼえていない  

間21あなたのお友達に献血をしている人はい圭すか 
1．いる  2．いない  3．わからない  

問22 高校での集団献血があれば、その経験がその後に献血する動機付けになると思いますか。  
l．非常に有効  2．どちらかと言えば有効  3．あ去り関係ない  4．全く関係ない  

間23 献血に関する資料を読まれた後で次の質問にお答え下さい  
下の資料をご覧ください 



間23－1献血の必要性への理解は今までと比べ深まりましたか。  
1．はい  2．どちらかというとはい 3．どちらかというといいえ  4．いいえ   

問23－2 資料を読んで献血に協力する気持ちは高まりましたか。  
1．はい  2．どちらかというとはい 3．どちらかというといいえ  4．いいえ   

間23－3・アンケートへの記載及び資料を読んで献血に行く回数を増やそうと思いましたか。  

1．はい  2．どちらかというとはい 3．どちらかというといいえ  4．いいえ   

問24 若い方の献血に協力する気持ちを高めるためには、どのようなことをすればよいと思い  
ますか。  
広報の方法やキャンペーン、イベント、献血場所などについて具体的なアイデアやイメージ  
などがあれば自由に記入してください。  

以上で献血に関するアンケートは終了です。御協力ありがとうございました。   

わが国は、輸血などの血液製剤を献血により安全に安定して国内自給することを目指している世界  
でも数少ない国です。  

今後とも、献血への御理解と御協力をお願いいたします。   

なお、最後に、献血推進キャラクター「けんけつちゃん」をどうぞよろしくお願いしますり  

プロフィールはこちら → b堕Pノ／些卿⊥地g旦止∠口早旦＝inわ／k旦b裏夏拉吐出k即k裏道辺見む1L出血   



血液を必要とする人すべてが輸血を受けられるように。  

献血したことのある方もない方も、あらためてご協力をお願いします。  

血液を必要としている人はあなたのすぐそばにいるかもしれません。  

献血はなぜ必要なの？  

血液は様々な働きをしており、生命を維持するために不可欠のものです。そこで事故などで大量に血液が  
失われた人や、病気で正常な血液を造ることができなくなってしまった人には、血液を補充（輸血）する  
ことが必要になります。   

しかし、医療技術の発達した現荏でも、血液と全く同じ作用をもつものを人工的に作ることはできません。  
医療に必要な血液は私たち自身が提供するほかに確保する方法がありません。   

献血は、病気やけがで血液を必要としている人のために、見返りを求めず血液を提供することです。健康  
アによって、多くの人の命が救われているのです。  人のボラ  ンテイ   

お問い合わせ：  

厚生労働省医薬食虜馳液対策課献血推進係（電話 03－3595－2395）   厚生労働省  



現代の医療に欠くことのできない血液。  

その血液の確保が徐々に難しくなってきています。   

原因の一つは若年献血者の減少。若年者数自体が少子化の影響で減少しているほか、  

若年人口に占める献血者の割合も減少していることから、若年者の献血離れが進んで  

出ると言えます。   

別の原因として、血液の安全対策の強化も挙げられます。  

血液にはウイルスなど病気の原因となるものが潜んでいる可能性があり、献血の前の  

問診でいくつかの条件に当てはまる方については、献血をご遠慮いただいています。  

感染症についての新たな事実が明らかになるにつれ、献血をご遠慮いただかなくては  

ならない人が増えてきているのです。   

このままでは輸血を必要とする方々に血液が届けられないという危機的な状況となる  

性もあります∩   

献血はひとりひとりの思いやりによって支えられているシステム。皆さ  

んのご協力をお願いしますっ  
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